
・市長へ政策提言… P４～５
・30年度予算決定… P６～７
・市民の声を受けて… P13～14
・特集 未来を育む子供たち… P16

「平成29年度 日新小学校合唱祭」
平成２９年１０月２８日（土）に日新小学校伝統の合唱祭を行い
ました。今年度は「心を一つに歌で思いを伝えよう　～つな
ごう笑顔～」をテーマに、各学年で体育館いっぱいにきれい
な歌声を響かせ、聴いている人に感動を与えました。
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３
月
定
例
会
の
経
過

種類 番　号 件　　　　　　　　　　名 結果
【市長提出】

了承
了承
了承
可決
可決
可決
可決
可決
可決

可決

可決

可決

可決
可決
可決
可決
可決

可決

可決
可決
可決
可決
可決
可決
可決
可決
可決
可決
可決
可決
可決
可決
可決
可決
可決
可決

第１号
第２号
第３号
第１号
第２号
第３号
第４号
第５号
第６号

第７号

第８号

第９号

第１０号
第１１号
第１２号
第１３号
第１４号

第１５号

第１６号
第１７号
第１８号
第１９号
第２０号
第２１号
第２２号
第２３号
第２４号
第２５号
第２６号
第２７号
第２８号
第２９号
第３０号
第３１号
第３２号
第３３号

新庄市土地開発公社の経営状況の報告について
平成２９年度新庄市一般会計補正予算（第７号）の専決処分の承認について
損害賠償の額の決定についての専決処分の報告について
新庄市課設置条例の一部を改正する条例の制定について
新庄市職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部を改正する条例の制定について
新庄市職員の自己啓発等休業に関する条例の設定について
新庄市職員の配偶者同行休業に関する条例の設定について
新庄市農村地域工業導入審議会条例の一部を改正する条例の制定について
新庄市介護保険条例の一部を改正する条例の制定について
新庄市指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営に関する基準を定める条例等の一
部を改正する条例の設定について
新庄市指定居宅介護支援等の事業の人員及び運営に関する基準等を定める条例の設定について
新庄市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める条例の一部を
改正する条例の制定について
新庄市国民健康保険税条例の一部を改正する条例の制定について
新庄市国民健康保険条例の一部を改正する条例の制定について
新庄市後期高齢者医療に関する条例の一部を改正する条例の制定について
新庄市都市公園条例の一部を改正する条例の制定について
市道路線の認定について
新庄市簡易水道事業（営農飲雑用水事業）の新庄市水道事業への統合に伴う関係条例の整備に
関する条例の設定について
平成２９年度新庄市一般会計補正予算（第８号）
平成２９年度新庄市国民健康保険事業特別会計補正予算（第４号）
平成２９年度新庄市交通災害共済事業特別会計補正予算（第１号）
平成２９年度新庄市公共下水道事業特別会計補正予算（第６号）
平成２９年度新庄市営農飲雑用水事業特別会計補正予算（第３号）
平成２９年度新庄市介護保険事業特別会計補正予算（第４号）
平成２９年度新庄市後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第２号）
平成２９年度新庄市水道事業会計補正予算（第４号）
平成３０年度新庄市一般会計予算
平成３０年度新庄市国民健康保険事業特別会計予算
平成３０年度新庄市交通災害共済事業特別会計予算
平成３０年度新庄市公共下水道事業特別会計予算
平成３０年度新庄市農業集落排水事業特別会計予算
平成３０年度新庄市介護保険事業特別会計予算
平成３０年度新庄市後期高齢者医療事業特別会計予算
平成３０年度新庄市水道事業会計予算
平成２９年度新庄市一般会計補正予算（第９号）
平成２９年度新庄市公共下水道事業特別会計補正予算（第７号）

報告

議案

３月定例会で審議された議案等

チョイス１~７

３
月
定
例
会
で
は
、
平
成
29
年
度
補
正
予
算
、
平
成
３０
年
度
各
会
計
予
算
、
条
例
改
正
、
市
道
認
定
な
ど
議
案
３3
件
を
原
案
通
り
可
決
し
た
。

ま
た
、
請
願
１
件
を
継
続
審
査
と
し
て
、
３
月
２０
日
閉
会
し
た
。
平
成
２９
年
度
一
般
会
計
総
額
は
１
７
１
億
９
０
５
６
万
円
と
な
る
。

チ
ョ
イ
ス
１

泉
田
二
枚
橋
線
整
備
事
業
費　

４
２
９
４
万
５
千
円

Ｑ
．
泉
田
二
枚
橋
線
の
防
雪
柵
の
予
算
が

増
え
た
。
国
か
ら
の
補
助
金
が
増
え
、
ど

れ
ぐ
ら
い
事
業
に
影
響
が
あ
っ
た
か
。
今

回
の
補
正
で
ど
れ
ぐ
ら
い
多
く
事
業
が
で

き
た
の
か
、
ま
た
で
き
る
予
定
か
。

Ａ
．
本
予
算
は
当
初
で
１
５
０
０
万
円
を

予
定
し
て
い
た
が
、
内
示
を
も
ら
っ
た
の

が
１
千
万
円
で
、
当
初
予
算
に
比
べ
て
５

０
０
万
円
ほ
ど
少
な
い
状
態
で
ス
タ
ー
ト

し
た
。
そ
の
後
泉
田
二
枚
橋
線
に
つ
い
て

は
４
８
０
０
万
円
ほ
ど
補
正
で
つ
い
て
い

る
。
従
っ
て
、
今
年
の
執
行
額
は
５
８
０

０
万
円
程
と
な
る
。
当
初
の
予
定
で
の
進

捗
率
は
延
長
ベ
ー
ス
で
約
３
割
と
思
わ
れ

て
い
た
が
、
こ
こ
へ
き
て
大
き
な
補
正
が

つ
い
た
こ
と
で
、
現
状
で
は
５
割
を
超
え

る
よ
う
な
整
備
率
に
な
る
と
見
込
ま
れ
て

い
る
。

チ
ョ
イ
ス
４

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
総
合
支
援
事
業
費
補
助
金

Ｑ
．
１
千
万
円
減
額
補
正
さ
れ
た
理
由
は
。

Ａ
．
こ
の
補
助
金
は
一
般
分
の
リ
フ
ォ
ー

ム
約
３
千
万
円
と
耐
震
分
１
千
万
円
、
合

わ
せ
て
約
４
千
万
円
が
予
算
化
さ
れ
て
い

る
。
一
般
分
は
全
額
使
っ
て
い
る
が
、
耐

震
分
に
つ
い
て
は
実
際
さ
れ
る
方
が
お
ら

ず
、
本
年
度
に
お
い
て
は
０
件
だ
っ
た
。

よ
っ
て
、
今
回
１
千
万
円
の
減
額
を
行
っ

た
。

チ
ョ
イ
ス
１

チ
ョ
イ
ス
２

数
あ
る
質
疑
の
中
か
ら
選
び
ま
し
た
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議案に対する議員の賛否 ※以下の審議された議案は賛否が分かれたものです。
○　→　賛成　　●　→　反対

新庄市介護保険条例の一部を
改正する条例の制定について
平成３０年度新庄市一
般会計予算

星
川　
　
豊

下
山　
准
一

叶
内　
恵
子

佐
藤　
悦
子

新
田　
道
尋

清
水　
清
秋

今
田　
浩
徳

森　
　
儀
一

奥
山　
省
三

遠
藤　
敏
信

小
関　
　
淳

髙
橋
富
美
子

佐
藤　
卓
也

山
科　
正
仁

小
野　
周
一

小
嶋　
冨
弥

石
川　
正
志

佐
藤　
義
一 

議　案
第６号
議　案
第24号

議案等
番　号

採

決

結

果

会　　　派　　　名 起新の会 穆清会 絆の会 会派に属さない議員市民・公明クラブ

可決

可決

●

○

○

○

●

○

●

●

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

－

－

○

○

○

○

○

○

※議長は採決に参加しません。
※原案のとおり採決することについての賛否を諮っています。（新庄市議会会議規則第７０条：可をもって諮ることを原則）

はか はか

請願の審議結果

件　　名

学校における働き方改革の
実施のため、政府に対し、
教員定数の抜本増を求める
意見書提出を求める請願

新庄市十日町2528番地の4
佐藤　靖
佐藤　悦子
継続審査

請 願 者

紹介議員
結　　果

チ
ョ
イ
ス
３

児
童
手
当
負
担
金　

Ｑ
．
な
ぜ
歳
入
の
国
庫
負
担
金
を
１
２
０

７
万
６
千
円
も
減
額
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ

た
の
か
。
受
給
対
象
と
な
る
保
護
者
が
い

た
の
に
申
請
に
来
な
か
っ
た
か
ら
で
は
な

い
の
か
。

Ａ
．
今
回
の
補
正
は
、
額
の
確
定
、
事
業

の
精
算
に
よ
る
も
の
だ
。
減
額
と
な
っ
た

原
因
は
、
前
年
度
と
比
べ
て
延
べ
支
給
人

数
が
減
っ
た
こ
と
、
支
給
対
象
と
な
る
子

供
が
減
っ
て
い
る
こ
と
に
よ
る
と
み
て
い

る
。児
童
手
当
の
支
給
に
際
し
て
は
、毎
年
、

夏
に
支
給
の
た
め
の
現
況
届
の
提
出
を
文

書
で
お
願
い
し
て
い
る
。
届
出
期
間
中
、

仕
事
な
ど
様
々
な
事
情
で
届
出
で
き
な
い

方
も
い
た
が
、
未
届
者
に
は
数
回
、
市
か

ら
手
紙
や
電
話
で
申
請
の
勧
奨
を
実
施
し

た
。
そ
の
よ
う
な
効
果
も
あ
り
、
２９
年
度

は
未
申
請
の
方
は
い
な
か
っ
た
。

チ
ョ
イ
ス
２

担
い
手
確
保
・
経
営
強
化
支
援
事
業
費
補
助
金

２
１
０
３
万
５
千
円

Ｑ
．
認
定
農
業
者
に
対
し
て
の
国
の
補
助

事
業
だ
と
思
う
が
、
ど
れ
だ
け
の
件
数
が

あ
り
、
認
定
農
業
者
が
該
当
し
た
の
か
。

Ａ
．
こ
の
事
業
は
、
認
定
農
業
者
の
方
が

農
地
中
間
管
理
機
構
を
活
用
し
て
規
模
拡

大
を
す
る
と
い
う
意
向
の
あ
る
農
業
者
へ

の
機
械
補
助
事
業
で
あ
る
。
各
事
業
内
容

で
の
拡
大
の
意
向
の
度
合
い
や
こ
れ
か
ら

の
女
性
の
参
画
と
い
っ
た
と
こ
ろ
で
の
ポ

イ
ン
ト
に
よ
っ
て
国
で
採
択
を
受
け
る
と

い
う
制
度
。
現
在
９
名
の
方
が
申
込
ん
で

い
る
が
、
そ
の
結
果
に
つ
い
て
は
ま
だ
は

っ
き
り
し
て
い
な
い
。

チ
ョ
イ
ス
５

放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
費
補
助
金

４
８
１
万
５
千
円

Ｑ
．
今
年
度
か
ら
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
に

従
事
す
る
人
た
ち
の
処
遇
改
善
の
た
め
の

助
成
金
が
発
生
し
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ

を
３
月
で
補
正
し
な
く
て
は
な
ら
な
か
っ

た
と
い
う
の
は
ど
う
い
う
こ
と
な
の
か
。

Ａ
．
当
初
予
算
に
つ
い
て
は
、
国
の
平
成

２８
年
度
基
準
単
価
で
積
算
し
た
。
昨
年
３

月
に
処
遇
改
善
を
含
め
た
基
準
単
価
が
改

定
さ
れ
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
新
し
い
基

準
単
価
で
の
予
算
要
求
が
で
き
な
か
っ
た
。

今
回
、
単
価
の
上
昇
を
反
映
す
る
と
と
も

に
、
事
業
費
の
確
定
と
精
算
と
い
う
こ
と

で
補
正
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
放
課
後

児
童
ク
ラ
ブ
の
処
遇
改
善
事
業
で
の
補
助

金
に
つ
い
て
は
、
今
回
、
予
算
措
置
し
た
。

該
当
施
設
は
４
施
設
で
、
２
１
０
万
円
弱

の
交
付
を
予
定
し
て
い
る
。

チ
ョ
イ
ス
６

農
作
物
等
災
害
対
策
事
業
費
（
融
雪
遅
延

対
策
）
補
助
金　
　
　
１
７
７
万
３
千
円

Ｑ
．
こ
の
事
業
費
の
県
と
市
の
補
助
割
合

を
含
め
て
内
容
を
教
え
て
ほ
し
い
。

Ａ
．
今
般
の
豪
雪
に
よ
り
融
雪
遅
延
と
い

う
こ
と
で
、
具
体
的
に
は
、
融
雪
剤
を
購

入
す
る
際
の
補
助
で
あ
る
。
今
回
県
を
通

じ
て
各
農
協
と
米
の
集
荷
業
者
等
に
対
し

て
要
望
調
査
を
行
っ
た
が
、
１０
ア
ー
ル
あ

た
り
、
想
定
で
は
２
千
円
の
事
業
費
と
い

う
こ
と
で
、
県
費
と
し
て
４
分
の
１
、
市

費
と
し
て
１２
分
の
１
、
合
わ
せ
て
３
分
の

１
の
補
助
と
い
う
内
容
で
あ
る
。

チ
ョ
イ
ス
７

財
政
調
整
基
金
繰
入
金１

億
５
５
０
０
万
円

Ｑ
．
豪
雪
で
財
政
調
整
基
金
か
ら
繰
り
入

れ
て
手
当
す
る
わ
け
だ
が
、
こ
の
繰
入
を

引
い
て
、
現
在
の
残
高
は
。
交
付
税
措
置

は
全
額
来
る
の
か
。

Ａ
．
２８
年
度
末
の
残
高
で
２１
億
２
千
万
円

弱
だ
っ
た
。
今
年
度
に
９
千
万
円
ほ
ど
積

み
立
て
た
が
、
２
、
３
月
の
補
正
、
今
回

の
追
加
補
正
、
合
わ
せ
て
３
億
７
６
０
０

万
円
ほ
ど
支
出
す
る
と
考
え
る
と
、
１８
億

３
４
０
０
万
円
程
度
の
残
額
と
な
る
と
考

え
て
い
る
。
ま
た
、
特
別
交
付
税
で
９
憶

５
千
万
円
弱
の
交
付
税
措
置
が
あ
る
。
た

だ
、
雪
だ
け
で
な
く
他
の
も
の
も
全
て
含

ん
で
い
る
の
で
、
雪
の
分
が
い
く
ら
か
と

い
う
の
は
正
確
に
は
分
か
ら
な
い
が
、
昨

年
度
は
特
別
交
付
税
で
８
億
円
頂
い
た
の

で
、
１
億
４
千
数
百
万
は
増
え
て
い
る
と

考
え
て
い
る
。

チ
ョ
イ
ス
５

チ
ョ
イ
ス
６

チ
ョ
イ
ス
７

チ
ョ
イ
ス
３

チ
ョ
イ
ス
４
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平
成
30
年
2
月
15
日
、
新
庄
市
議

会
は
6
項
目
か
ら
な
る
政
策
提
言
書

を
山
尾
市
長
に
提
出
し
た
。
小
関
淳

副
議
長
を
委
員
長
と
す
る
7
名
で
政

策
提
言
小
委
員
会
を
組
織
し
、
5
回

の
審
議
を
経
て
、
市
の
喫
緊
の
課
題

で
あ
る
人
口
減
少
対
策
を
中
心
に
と

り
ま
と
め
た
。

提
言
の
趣
旨

　
本
市
に
お
い
て
、
高
校
、
大
学
の
卒

業
後
、
地
元
に
就
職
せ
ず
、
流
出
し
て

い
く
若
者
が
増
え
て
い
る
。
人
口
の
流

出
を
防
ぎ
、
人
口
減
少
に
歯
止
め
を
か

け
る
た
め
に
は
、
地
域
の
若
手
就
労
者

を
地
元
企
業
に
い
か
に
定
着
さ
せ
る
か

が
課
題
と
な
っ
て
お
り
、
産
学
官
民
一

体
と
な
っ
た
取
組
み
が
必
要
で
あ
る
。

提
言
の
具
体
的
内
容

①
雇
用
対
策
に
関
す
る
議
論
を
重
ね
る

場
と
し
て
、
国
や
県
、
市
、
商
工
会

議
所
、
専
門
的
知
見
者
、
企
業
経
営

者
、
進
路
担
当
者
、
保
護
者
等
で
構

成
す
る
協
議
会
を
設
置
す
る
こ
と
。

②
協
議
会
で
は
、
企
業
誘
致
や
雇
用
創

出
に
関
す
る
課
題
や
方
向
性
を
共
有

し
な
が
ら
、
地
元
企
業
へ
の
雇
用
確
保

に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
る
こ
と
。

③
大
学
等
に
進
学
し
て
い
る
学
生
に
対

し
て
、
新
庄
市
や
市
内
企
業
に
関
す

る
情
報
の
積
極
的
な
Ｐ
Ｒ
を
県
と
連

携
し
な
が
ら
行
う
こ
と
に
よ
り
、Ｕ

タ
ー
ン
・Ｉ
タ
ー
ン
の
更
な
る
推
進

を
図
る
こ
と
。

④
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
等
の
機
会
を
よ

り
充
実
さ
せ
、
マ
ッ
チ
ン
グ
を
進
め

る
こ
と
に
よ
り
地
元
企
業
へ
の
就
職

を
後
押
し
す
る
こ
と
。

提
言
の
趣
旨

　
特
別
な
支
援
を
必
要
と
す
る
児
童
数

は
年
々
増
え
続
け
て
お
り
、
各
保
育
施

設
に
お
い
て
、
保
育
担
当
者
と
の
関
わ

り
や
保
護
者
と
の
連
携
・
相
談
体
制
な

ど
、現
場
で
は
対
応
に
苦
慮
し
て
い
る
。

ま
た
、
発
達
障
が
い
な
ど
を
診
断
で
き

る
医
療
機
関
が
、
診
断
ま
で
半
年
待
ち

の
状
況
で
あ
る
こ
と
、
専
門
の
相
談
窓

口
が
最
上
地
域
に
無
い
こ
と
、
さ
ら
に

専
門
医
師
の
不
足
な
ど
の
課
題
が
山
積

し
て
お
り
、
改
善
に
向
け
た
政
策
を
推

進
す
る
必
要
が
あ
る
。

提
言
の
具
体
的
内
容

①
保
育
士
に
は
、
特
別
な
支
援
を
必
要
と

す
る
児
童
に
対
す
る
専
門
知
識
習
得
の

研
修
を
積
極
的
に
行
わ
せ
る
こ
と
。

②
３
歳
児
健
診
か
ら
就
学
時
健
診
ま
で

の
期
間
が
長
す
ぎ
る
た
め
、
早
期
発

見
や
早
期
療
育
に
空
白
期
間
が
生
じ

て
い
る
こ
と
か
ら
５
歳
児
健
診
の
検

討
を
図
る
こ
と
。

③
発
達
障
が
い
に
つ
い
て
専
門
機
関
が

最
上
地
域
に
無
い
こ
と
か
ら
、
全
面

移
転
改
築
す
る
県
立
新
庄
病
院
に
は

多
岐
に
わ
た
る
障
が
い
の
早
期
発
見

と
早
期
療
育
、
適
切
な
就
学
に
つ
な

げ
る
こ
と
が
で
き
る
検
査
・
診
断
・

療
育
相
談
機
能
を
備
え
る
よ
う
、
市

に
お
い
て
一
部
財
政
負
担
を
視
野
に

入
れ
な
が
ら
県
に
対
し
要
望
し
て
い

く
こ
と
。

（
１
）
教
育
現
場
の
充
実
に
つ
い
て

提
言
の
趣
旨

　
少
子
化
を
念
頭
に
置
い
た
教
員
加
配

の
減
少
が
も
た
ら
す
児
童
生
徒
へ
の
個

別
対
応
の
希
薄
化
が
課
題
と
な
っ
て
き
て

い
る
。
そ
こ
で
、
特
に
特
別
支
援
学
級

の
あ
る
学
区
へ
の
教
育
環
境
整
備
対
策

は
最
優
先
と
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

提
言
の
具
体
的
内
容

①
国
や
県
に
対
し
、
強
固
に
教
育
対
策

予
算
措
置
要
望
を
行
う
と
と
も
に
、

個
別
指
導
員
等
の
増
員
を
市
独
自
に

て
早
期
に
展
開
し
、
市
内
各
校
の
発

達
障
が
い
児
童
生
徒
等
の
実
情
に
合

わ
せ
た
人
員
配
置
を
行
う
こ
と
。

政策提言 

１
．
人
口
減
少
対
策
と
し
て
の
若

者
の
地
元
企
業
へ
の
雇
用
定
着

促
進
に
つ
い
て

２
．
乳
幼
児
か
ら
の
特
別
支
援
活

動
に
お
け
る
支
援
体
制
の
充
実

に
つ
い
て

３
．
教
育
現
場
の
充
実
と
学
力
向

上
の
取
組
に
つ
い
て

市政への反映を！

政
策
提
言
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②
特
別
支
援
教
育
支
援
員
の
同一校
で
の

長
期
定
着
を
図
る
た
め
に
、
雇
用
待

遇
面
の
向
上
改
善
策
を
講
じ
る
こ
と
。

（
２
）
学
力
向
上
の
取
組
に
つ
い
て

提
言
の
趣
旨

　
こ
こ
何
年
か
全
国
学
力
調
査
に
お
け

る
当
市
の
結
果
が
芳
し
く
な
い
。ま
た
、

調
査
結
果
が
数
値
で
示
さ
れ
て
い
な
い

こ
と
が
、
保
護
者
の
不
安
を
招
い
て
い

る
現
状
で
あ
る
。
ま
た
、
当
市
の
教
育

の
特
色
が
見
え
て
こ
な
い
状
況
に
あ
る

た
め
、探
求
型
教
育（
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー

ニ
ン
グ
等
）
な
ど
の
具
現
化
を
図
り
、

教
育
指
針
を
掲
げ
る
必
要
が
あ
る
。

    提
言
の
具
体
的
内
容

①
全
国
学
力
調
査
に
お
け
る
新
庄
市
の

結
果
を
数
値
で
示
す
こ
と
。

②
探
求
型
教
育
の
検
証
を
行
い
つ
つ
、

小
中
学
生
の
学
力
向
上
に
向
け
た
取

り
組
み
を
強
化
し
、
将
来
の
選
択
肢

を
広
く
持
て
る
子
供
た
ち
の
育
成
を

行
う
こ
と
。

提
言
の
趣
旨

　
社
会
状
況
の
変
化
な
ど
に
よ
り
、
地

域
に
お
け
る
自
治
組
織
（
自
治
会
・
町

内
会
等
）
の
運
営
が
大
変
難
し
く
な
っ

て
き
て
お
り
、役
員
の
な
り
手
不
足
や
、

所
有
施
設
の
老
朽
化
が
生
じ
、
財
政
的

に
も
困
窮
し
て
い
る
課
題
が
あ
る
。
自

助
・
共
助
・
公
助
の
バ
ラ
ン
ス
を
図
る

為
に
も
早
急
な
支
援
対
策
を
講
じ
る
必

要
が
あ
る
。

提
言
の
具
体
的
内
容

①
リ
ー
ダ
ー
講
習
等
の
更
な
る
充
実
を

図
る
こ
と
。

②
所
有
施
設
（
地
域
公
民
館
等
）
の
維

持
・
管
理
へ
の
助
成
制
度
を
再
構
築

し
、
財
政
支
援
を
進
め
る
こ
と
。

提
言
の
趣
旨

　
本
年
度
か
ら
国
に
よ
る
主
食
用
米
の

生
産
量
配
分
が
廃
止
さ
れ
る
こ
と
か

ら
、
過
剰
作
付
け
に
よ
る
米
価
下
落
が

予
想
さ
れ
米
生
産
農
家
の
収
入
の
減
少

が
懸
念
さ
れ
る
。
こ
れ
ま
で
Ｊ
Ａ
等
か

ら
同
問
題
に
対
し
て
請
願
が
出
さ
れ
て

き
た
経
緯
を
踏
ま
え
、
こ
れ
ま
で
以
上

の
農
業
再
生
協
議
会
へ
の
関
わ
り
を
強

化
す
る
必
要
が
あ
る
。

　
国
に
よ
る
農
業
次
世
代
人
材
投
資
資

金
（
旧
名
称
：
青
年
就
農
給
付
金
）
を

受
け
な
が
ら
新
規
就
農
者
数
は
順
調
に

増
加
し
て
き
て
い
る
。
し
か
し
、
新
規

就
農
者
に
対
す
る
支
援
は
５
ヵ
年
で
終

了
す
る
こ
と
か
ら
、
地
元
定
着
を
図
る

た
め
更
な
る
経
営
者
と
し
て
の
育
成
・

支
援
が
必
要
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
れ
ま

で
「
担
い
手
」
と
さ
れ
る
農
業
者
に
集

中
し
た
支
援
を
行
っ
て
き
た
が
、
農
業

従
事
者
の
高
齢
化
を
は
じ
め
就
農
形
態

の
多
様
化
も
予
想
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

支
援
の
対
象
を
広
げ
る
必
要
性
が
あ

る
。

　
こ
れ
ま
で
地
方
創
生
推
進
交
付
金
を

活
用
し
な
が
ら
、
地
元
産
農
産
物
と
市

内
食
品
加
工
業
者
を
結
び
付
け
６
次
産

業
化
を
進
め
て
き
た
が
、
新
庄
ブ
ラ
ン

ド
を
確
立
す
る
観
点
か
ら
更
な
る
事
業

の
拡
大
に
向
け
た
取
り
組
み
が
必
要
で

あ
る
。

提
言
の
具
体
的
内
容

①
新
庄
市
農
業
再
生
協
議
会
へ
十
分
な

活
動
が
可
能
な
財
政
措
置
を
講
じ
る

こ
と
。

②
新
規
就
農
者
に
対
す
る
経
営
支
援
策

を
講
じ
る
こ
と
。

③
国
・
県
の
支
援
が
対
象
外
と
な
る
農

業
者
で
あ
っ
て
も
、
振
興
作
物
な
ど
に

計
画
性
を
も
っ
て
取
り
組
む
場
合
は
、

市
単
独
の
支
援
策
を
講
じ
る
こ
と
。

④「SHIN
JO
 ii-nya FO

O
D

（
新
庄

い
い
に
ゃ
風
土
）」
な
ど
の
事
業
を

強
化
し
、
６
次
産
業
化
に
向
け
た
取

り
組
み
を
推
進
す
る
こ
と
。

提
言
の
趣
旨

　
市
民
の
健
康
維
持
・
増
進
の
役
割
を

担
っ
て
き
た
唯
一
の
温
泉
施
設
が
閉
館

し
た
。
温
泉
施
設
の
重
要
性
は
市
民
の

多
く
が
認
め
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。ま
た
、

山
形
県
内
す
べ
て
の
市
町
村
に
温
泉
の

あ
る
県
と
い
う
誘
客
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に

も
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
現
状

が
あ
る
。

提
言
の
具
体
的
内
容

①
温
泉
入
浴
施
設
設
置
調
査
検
討
協
議

会
を
設
立
し
、
的
確
な
市
民
ニ
ー
ズ

の
把
握
と
そ
れ
を
基
礎
と
し
た
構
想

の
方
向
性
を
確
認
す
る
こ
と
。

②
多
く
の
市
民
の
健
康
維
持・増
進
と
、

県
全
体
で
進
め
る
温
泉
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
に
大
き
な
支
障
を
き
た
さ
な
い
よ

う
、
温
泉
施
設
設
置
に
向
け
た
具
体

的
な
検
討
に
入
る
こ
と
。

政策提言 

４
．
自
治
組
織
の
充
実
強
化
と
助

成
に
つ
い
て

５
．
農
業
振
興
に
つ
い
て

６
．
健
康
増
進
の
た
め
の
温
泉
施

設
に
つ
い
て
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Ｑ
．
対
策
は
ど
う
し
て
い
ま
す
か
。

Ａ
．
現
年
度
課
税
を
中
心
に
、
滞
納
整
理

の
強
化
、
コ
ン
ビ
ニ
収
納
な
ど
納
め
や
す

い
環
境
の
整
備
を
進
め
て
い
る
。
滞
納
繰

越
に
つ
い
て
は
納
税
相
談
員
４
名
を
配
置
。

預
貯
金
等
の
差
し
押
さ
え
、
夜
間
休
日
窓

口
や
催
告
も
実
施
し
て
い
る
。

Ｑ
．
個
人
所
得
割
が
、
農
業
所
得
の
増
を

一
因
と
し
て
増
額
さ
れ
て
い
る
が
、
今
後

の
個
別
所
得
保
障
制
度
廃
止
に
よ
る
減
収

懸
念
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
る
か
伺
う
。

Ａ
．
農
業
所
得
は
去
年
か
ら
上
向
い
て
い

る
。
米
価
と
連
動
し
て
考
え
る
必
要
が
あ

る
。
確
定
申
告
時
期
に
農
業
者
に
占
め
る

所
得
割
合
が
把
握
で
き
る
の
で
予
算
に
反

映
し
た
い
。

Ｑ
．ご
み
の
減
量
化
は
喫
緊
の
課
題
と
な
っ

て
い
る
。
廃
プ
ラ
の
資
源
化
等
の
事
業
の

推
進
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。 

Ａ
．
新
庄
最
上
定
住
自
立
圏
形
成
の
取
り

組
み
の
中
の
事
業
で
あ
り
、
最
上
８
市
町

村
と
広
域
で
ご
み
減
量
化
の
在
り
方
を
議

論
し
て
い
る
。
施
設
の
延
命
化
が
喫
緊
の

課
題
。
今
年
度
は
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
資

源
化
の
実
現
に
向
け
た
課
題
整
理
を
行
っ

た
。
来
年
度
は
具
体
的
整
備
手
法
に
つ
い

て
検
討
を
進
め
て
い
き
た
い
。

Ｑ
．
林
業
再
生
を
図
る
た
め
、
境
界
不
明

な
民
有
林
の
解
決
に
つ
い
て
。

Ａ
．
森
林
台
帳
を
３０
年
度
中
に
整
備
す
る
。

今
後
導
入
さ
れ
る
森
林
環
境
税
の
譲
与
税

を
使
い
、
間
伐
が
進
ん
で
い
な
い
と
こ
ろ

の
事
業
に
着
手
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

ま
た
、
境
界
不
明
確
な
民
有
林
の
面
的
な

施
策
に
つ
い
て
も
県
や
森
林
組
合
と
連
携

し
た
市
の
対
応
が
求
め
ら
れ
る
。

Ｑ
．
サ
ウ
ン
デ
ィ
ン
グ
調
査
業
務
委
託
料

は
ど
の
よ
う
な
事
業
か
。

Ａ
．
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
へ
の
掲
載
に
よ
る
情

報
発
信
、
活
用
ア
イ
デ
ア
の
募
集
、
現
地

説
明
会
の
企
画
運
営
、
民
間
事
業
者
等
と

の
対
話
、
公
募
条
件
の
た
め
の
基
礎
資
料

の
作
成
な
ど
を
委
託
し
た
い
。

Ｑ
．
工
事
請
負
費
１
３
９
３
万
円
の
目
的

と
内
容
に
つ
い
て
。

Ａ
．屋
根
の
塗
装
修
繕
で
あ
る
。か
ね
が
ね
、

雪
が
堆
積
し
て
塊
が
歩
道
ま
で
い
く
こ
と

が
あ
っ
た
。
こ
の
修
繕
に
よ
り
、
歩
道
ま

で
い
く
こ
と
は
な
く
な
る
だ
ろ
う
。

Ｑ
．
奥
羽
金
沢
温
泉
運
営
補
助
金
が
な
く

な
っ
た
が
、
出
資
金
と
合
わ
せ
て
、
今
後
の

温
泉
施
設
整
備
に
向
け
た
基
金
等
設
立
と
当

該
基
金
へ
の
振
替
運
用
に
つ
い
て
伺
う
。

Ａ
．
温
泉
事
業
者
に
は
３
０
０
万
円
を
出

資
し
て
い
る
。
出
資
金
は
法
人
の
解
散
手

続
き
の
中
で
法
に
基
づ
く
清
算
処
理
が
な

さ
れ
る
と
考
え
て
い
る
。
市
が
温
泉
整
備

の
た
め
の
基
金
の
創
設
は
考
え
て
い
な
い
。

Ｑ
．
屋
根
面
か
ら
の
落
雪
解
消
が
経
年
的

に
な
さ
れ
て
い
な
い
が
、
根
本
的
な
解
決

と
利
用
者
安
全
確
保
の
た
め
に
施
設
管
理

義
務
と
し
て
予
算
措
置
の
必
要
性
を
伺
う
。

Ａ
．
図
書
館
は
屋
根
の
構
造
を
見
直
し
、

平
屋
根
に
し
て
堆
雪
す
る
形
で
検
討
に

入
っ
て
い
る
。
今
後
豪
雪
を
迎
え
る
に
あ

た
っ
て
の
駐
車
場
の
確
保
は
、
こ
の
方
向

で
考
え
た
い
。

Ｑ
．
第
３
子
以
降
の
幼
稚
園
等
保
育
料
が
無

償
に
該
当
な
ら
な
い
幼
稚
園
へ
の
対
策
は
？

Ａ
．
子
ど
も
子
育
て
支
援
新
制
度
未
移
行

の
幼
稚
園
が
現
在
２
園
あ
り
、
内
１
園
が

３０
年
度
か
ら
新
制
度
へ
移
行
す
る
。
残
り

の
園
に
つ
い
て
は
、
新
制
度
に
つ
い
て
問

い
合
せ
を
い
た
だ
い
て
い
る
の
で
、
相
談

に
乗
り
、
説
明
し
な
が
ら
移
行
に
向
け
て

対
応
し
て
い
く
。

Ｑ
．
体
育
施
設
（
野
球
場
等
）
の
修
繕
は
、

具
体
的
に
ど
の
よ
う
に
行
う
の
か
。

Ａ
．
工
事
請
負
費
１
４
４
７
万
２
千
円
は

野
球
場
の
ラ
バ
ー
フ
ェ
ン
ス
の
改
修
工
事

で
あ
る
。
修
繕
関
係
の
う
ち
１
０
８
万
円

が
市
民
球
場
の
雨
漏
り
関
連
の
内
装
等
の

修
繕
、
そ
の
他
の
施
設
等
で
ト
イ
レ
の
配

水
管
修
繕
等
も
含
め
４
１
３
万
円
で
あ
る
。

Ｑ
．
山
屋
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
管
理
運
営
事
業

に
お
け
る
整
備
強
化
策
は
当
年
度
予
算
化
は

な
い
が
、温
泉
を
引
く
計
画
は
中
止
す
る
の
か
。

Ａ
．
今
回
は
山
屋
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
の
機

能
強
化
。
玄
関
と
ト
イ
レ
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー

化
を
行
う
た
め
の
予
算
を
計
上
し
た
。
奥
羽

金
沢
温
泉
の
動
向
も
注
視
し
て
い
る
が
、
浴

槽
は
今
も
一
つ
し
か
な
い
状
況
な
の
で
、
男

女
別
に
す
る
か
も
今
後
の
検
討
課
題
と
す
る
。

Ｑ
．
市
道
に
お
け
る
除
雪
に
お
い
て
雪
を

ス
ト
ッ
ク
す
る
場
所
は
、
業
者
ま
か
せ
な
の

か
。
道
路
片
面
除
雪
が
ス
ト
ッ
ク
さ
れ
て
い

る
所
が
あ
る
。
対
策
を
講
ず
る
必
要
が
あ
る
。

Ａ
．
企
業
努
力
で
場
所
を
調
達
し
利
用
し

て
い
る
所
も
中
に
は
あ
る
。
市
街
地
は
路

肩
部
分
を
使
い
堆
雪
す
る
た
め
車
線
数
が

減
少
す
る
場
所
が
多
く
な
る
。
農
村
部
に

お
い
て
、
ス
ト
ッ
ク
で
き
る
場
所
が
確
保

で
き
る
の
で
あ
れ
ば
車
道
部
分
を
確
保
す

る
除
排
雪
に
努
め
た
い
。

Ｑ
．
安
定
生
産
継
続
支
援
、
新
規
参
入
者

育
成
支
援
、
取
り
組
み
易
く
す
る
た
め
の

ル
ー
ル
は
ど
の
よ
う
に
作
製
し
て
い
く
の
か
。

Ａ
．
余
裕
を
持
っ
て
補
助
申
請
で
き
る
よ

う
に
、
効
率
的
に
運
用
す
る
よ
う
進
め
た

い
。
適
地
適
作
や
今
後
の
拡
大
に
つ
い
て
、

担
い
手
育
成
も
含
め
Ｊ
Ａ
と
話
し
合
う
会

議
を
新
た
に
発
足
さ
せ
、
国
や
県
の
補
助

に
か
ら
め
た
市
独
自
の
支
援
を
行
い
園
芸

の
産
地
形
成
と
担
い
手
育
成
を
進
め
た
い
。

Ｑ
．
木
材
活
用
に
よ
る
建
設
等
地
域
の
声
を
反
映
す

る
設
計
を
願
う
が
可
能
か
考
え
て
ほ
し
い
が
ど
う
か
。

Ａ
．
エ
コ
ス
ク
ー
ル
化
を
念
頭
に
進
め
て

い
る
の
で
、
活
用
で
き
る
も
の
を
活
用
し

て
い
く
。
大
き
な
地
域
資
源
で
も
あ
る
の

で
、
実
施
設
計
に
盛
り
込
み
た
い
。

Ｑ
．
台
湾
詣
で
は
や
め
て
、
受
入
体
制
の
基
盤
整
備

を
も
う
少
し
し
っ
か
り
し
た
ら
ど
う
か
。
委
託
す
る

と
こ
ろ
は
委
託
す
る
な
ど
し
て
、体
制
整
備
を
す
べ
き
。

Ａ
．
市
の
観
光
を
受
け
入
れ
る
各
組
織
が
、

若
干
力
が
弱
い
こ
と
も
あ
り
、
市
の
職
員

が
力
を
補
っ
て
い
る
部
分
が
あ
る
。
外
国

人
の
観
光
客
案
内
体
制
整
備
と
し
て
、
市

内
郡
内
の
外
国
出
身
ガ
イ
ド
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
組
織
向
け
の
セ
ミ
ナ
ー
等
を
実
施

し
た
い
。
台
湾
に
は
来
年
度
も
行
く
予
定

だ
が
、
昨
年
は
漫
画
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
を
紹

介
し
実
際
に
新
庄
に
来
て
い
る
効
果
も
あ

る
の
で
、
勉
強
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

Ｑ
．
第
５
次
ま
ち
づ
く
り
総
合
計
画
策
定
委

員
会
は
ど
の
よ
う
な
構
成
メ
ン
バ
ー
を
考
え
て

い
る
の
か
。
又
、
策
定
委
員
の
選
定
方
法
は
？

Ａ
．
来
年
度
は
６
つ
の
部
会
を
立
ち
上
げ
、

現
在
の
基
本
構
想
の
検
証
を
行
い
つ
つ
新

た
な
計
画
を
策
定
す
る
た
め
の
新
体
制
を

構
築
し
た
い
。
部
会
に
は
６
〜
７
名
程
度

の
外
部
委
員
を
入
れ
検
証
し
て
い
き
た
い
。

Ｑ
．
収
入
が
生
活
保
護
基
準
以
下
の
方
は
、

免
除
申
請
で
き
る
よ
う
に
で
き
な
い
か
。

Ａ
．
ぎ
り
ぎ
り
の
と
こ
ろ
ま
で
見
通
し
を

立
て
、
税
率
を
引
き
下
げ
た
経
緯
が
あ
り
、

さ
ら
な
る
市
独
自
の
削
減
、
減
免
の
実
施

は
困
難
で
あ
る
。

Ｑ
．
水
道
の
老
朽
化
が
全
国
的
に
進
ん
で

い
る
。
市
で
は
、
法
定
耐
用
年
数
を
超
え

た
水
道
管
路
は
ど
れ
く
ら
い
か
。

Ａ
．
普
及
率
９３
・
７
％
、
水
道
管
の
耐
用
年

数
は
４０
年
で
、
管
路
経
年
化
率
は
０
・
７９
％
と

非
常
に
低
い
値
。
こ
れ
は
ほ
と
ん
ど
が
平
成
初

期
の
第
２
次
拡
張
事
業
以
降
整
備
さ
れ
た
も
の

だ
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
が
あ
と
２０
年
で
耐
用
年

数
を
迎
え
る
の
で
、
備
え
る
必
要
が
あ
る
。

平成30年度一般 会計予算は、

１５3億8, 4００万円に決定
滞
納
繰
越
金

市
民
税

ご
み
減
量
化
対
策
推
進
協
議
会
負
担
金

森
づ
く
り
推
進
事
業
費

第
３
子
以
降
児
童
幼
稚
園
等
保
育
料
無
償
化
事
業
費
補
助
金

ふ
る
さ
と
歴
史
セ
ン
タ
ー
管
理
事
業

保
健
衛
生
費

図
書
館
費

予算特別委員会（遠藤敏信委員長）で平成30年３月９・12・13日の３日間審査し、
22日審議の結果、一般会計、特別会計、水道事業会計を原案通り可決！

【
歳
入
】

【
歳
出
】

一

般

会

計
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Ｑ
．
対
策
は
ど
う
し
て
い
ま
す
か
。

Ａ
．
現
年
度
課
税
を
中
心
に
、
滞
納
整
理

の
強
化
、
コ
ン
ビ
ニ
収
納
な
ど
納
め
や
す

い
環
境
の
整
備
を
進
め
て
い
る
。
滞
納
繰

越
に
つ
い
て
は
納
税
相
談
員
４
名
を
配
置
。

預
貯
金
等
の
差
し
押
さ
え
、
夜
間
休
日
窓

口
や
催
告
も
実
施
し
て
い
る
。

Ｑ
．
個
人
所
得
割
が
、
農
業
所
得
の
増
を

一
因
と
し
て
増
額
さ
れ
て
い
る
が
、
今
後

の
個
別
所
得
保
障
制
度
廃
止
に
よ
る
減
収

懸
念
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
る
か
伺
う
。

Ａ
．
農
業
所
得
は
去
年
か
ら
上
向
い
て
い

る
。
米
価
と
連
動
し
て
考
え
る
必
要
が
あ

る
。
確
定
申
告
時
期
に
農
業
者
に
占
め
る

所
得
割
合
が
把
握
で
き
る
の
で
予
算
に
反

映
し
た
い
。

Ｑ
．ご
み
の
減
量
化
は
喫
緊
の
課
題
と
な
っ

て
い
る
。
廃
プ
ラ
の
資
源
化
等
の
事
業
の

推
進
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。 

Ａ
．
新
庄
最
上
定
住
自
立
圏
形
成
の
取
り

組
み
の
中
の
事
業
で
あ
り
、
最
上
８
市
町

村
と
広
域
で
ご
み
減
量
化
の
在
り
方
を
議

論
し
て
い
る
。
施
設
の
延
命
化
が
喫
緊
の

課
題
。
今
年
度
は
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
資

源
化
の
実
現
に
向
け
た
課
題
整
理
を
行
っ

た
。
来
年
度
は
具
体
的
整
備
手
法
に
つ
い

て
検
討
を
進
め
て
い
き
た
い
。

Ｑ
．
林
業
再
生
を
図
る
た
め
、
境
界
不
明

な
民
有
林
の
解
決
に
つ
い
て
。

Ａ
．
森
林
台
帳
を
３０
年
度
中
に
整
備
す
る
。

今
後
導
入
さ
れ
る
森
林
環
境
税
の
譲
与
税

を
使
い
、
間
伐
が
進
ん
で
い
な
い
と
こ
ろ

の
事
業
に
着
手
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

ま
た
、
境
界
不
明
確
な
民
有
林
の
面
的
な

施
策
に
つ
い
て
も
県
や
森
林
組
合
と
連
携

し
た
市
の
対
応
が
求
め
ら
れ
る
。

Ｑ
．
サ
ウ
ン
デ
ィ
ン
グ
調
査
業
務
委
託
料

は
ど
の
よ
う
な
事
業
か
。

Ａ
．
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
へ
の
掲
載
に
よ
る
情

報
発
信
、
活
用
ア
イ
デ
ア
の
募
集
、
現
地

説
明
会
の
企
画
運
営
、
民
間
事
業
者
等
と

の
対
話
、
公
募
条
件
の
た
め
の
基
礎
資
料

の
作
成
な
ど
を
委
託
し
た
い
。

Ｑ
．
工
事
請
負
費
１
３
９
３
万
円
の
目
的

と
内
容
に
つ
い
て
。

Ａ
．屋
根
の
塗
装
修
繕
で
あ
る
。か
ね
が
ね
、

雪
が
堆
積
し
て
塊
が
歩
道
ま
で
い
く
こ
と

が
あ
っ
た
。
こ
の
修
繕
に
よ
り
、
歩
道
ま

で
い
く
こ
と
は
な
く
な
る
だ
ろ
う
。

Ｑ
．
奥
羽
金
沢
温
泉
運
営
補
助
金
が
な
く

な
っ
た
が
、
出
資
金
と
合
わ
せ
て
、
今
後
の

温
泉
施
設
整
備
に
向
け
た
基
金
等
設
立
と
当

該
基
金
へ
の
振
替
運
用
に
つ
い
て
伺
う
。

Ａ
．
温
泉
事
業
者
に
は
３
０
０
万
円
を
出

資
し
て
い
る
。
出
資
金
は
法
人
の
解
散
手

続
き
の
中
で
法
に
基
づ
く
清
算
処
理
が
な

さ
れ
る
と
考
え
て
い
る
。
市
が
温
泉
整
備

の
た
め
の
基
金
の
創
設
は
考
え
て
い
な
い
。

Ｑ
．
屋
根
面
か
ら
の
落
雪
解
消
が
経
年
的

に
な
さ
れ
て
い
な
い
が
、
根
本
的
な
解
決

と
利
用
者
安
全
確
保
の
た
め
に
施
設
管
理

義
務
と
し
て
予
算
措
置
の
必
要
性
を
伺
う
。

Ａ
．
図
書
館
は
屋
根
の
構
造
を
見
直
し
、

平
屋
根
に
し
て
堆
雪
す
る
形
で
検
討
に

入
っ
て
い
る
。
今
後
豪
雪
を
迎
え
る
に
あ

た
っ
て
の
駐
車
場
の
確
保
は
、
こ
の
方
向

で
考
え
た
い
。

Ｑ
．
第
３
子
以
降
の
幼
稚
園
等
保
育
料
が
無

償
に
該
当
な
ら
な
い
幼
稚
園
へ
の
対
策
は
？

Ａ
．
子
ど
も
子
育
て
支
援
新
制
度
未
移
行

の
幼
稚
園
が
現
在
２
園
あ
り
、
内
１
園
が

３０
年
度
か
ら
新
制
度
へ
移
行
す
る
。
残
り

の
園
に
つ
い
て
は
、
新
制
度
に
つ
い
て
問

い
合
せ
を
い
た
だ
い
て
い
る
の
で
、
相
談

に
乗
り
、
説
明
し
な
が
ら
移
行
に
向
け
て

対
応
し
て
い
く
。

Ｑ
．
体
育
施
設
（
野
球
場
等
）
の
修
繕
は
、

具
体
的
に
ど
の
よ
う
に
行
う
の
か
。

Ａ
．
工
事
請
負
費
１
４
４
７
万
２
千
円
は

野
球
場
の
ラ
バ
ー
フ
ェ
ン
ス
の
改
修
工
事

で
あ
る
。
修
繕
関
係
の
う
ち
１
０
８
万
円

が
市
民
球
場
の
雨
漏
り
関
連
の
内
装
等
の

修
繕
、
そ
の
他
の
施
設
等
で
ト
イ
レ
の
配

水
管
修
繕
等
も
含
め
４
１
３
万
円
で
あ
る
。

Ｑ
．
山
屋
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
管
理
運
営
事
業

に
お
け
る
整
備
強
化
策
は
当
年
度
予
算
化
は

な
い
が
、温
泉
を
引
く
計
画
は
中
止
す
る
の
か
。

Ａ
．
今
回
は
山
屋
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
の
機

能
強
化
。
玄
関
と
ト
イ
レ
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー

化
を
行
う
た
め
の
予
算
を
計
上
し
た
。
奥
羽

金
沢
温
泉
の
動
向
も
注
視
し
て
い
る
が
、
浴

槽
は
今
も
一
つ
し
か
な
い
状
況
な
の
で
、
男

女
別
に
す
る
か
も
今
後
の
検
討
課
題
と
す
る
。

Ｑ
．
市
道
に
お
け
る
除
雪
に
お
い
て
雪
を

ス
ト
ッ
ク
す
る
場
所
は
、
業
者
ま
か
せ
な
の

か
。
道
路
片
面
除
雪
が
ス
ト
ッ
ク
さ
れ
て
い

る
所
が
あ
る
。
対
策
を
講
ず
る
必
要
が
あ
る
。

Ａ
．
企
業
努
力
で
場
所
を
調
達
し
利
用
し

て
い
る
所
も
中
に
は
あ
る
。
市
街
地
は
路

肩
部
分
を
使
い
堆
雪
す
る
た
め
車
線
数
が

減
少
す
る
場
所
が
多
く
な
る
。
農
村
部
に

お
い
て
、
ス
ト
ッ
ク
で
き
る
場
所
が
確
保

で
き
る
の
で
あ
れ
ば
車
道
部
分
を
確
保
す

る
除
排
雪
に
努
め
た
い
。

Ｑ
．
安
定
生
産
継
続
支
援
、
新
規
参
入
者

育
成
支
援
、
取
り
組
み
易
く
す
る
た
め
の

ル
ー
ル
は
ど
の
よ
う
に
作
製
し
て
い
く
の
か
。

Ａ
．
余
裕
を
持
っ
て
補
助
申
請
で
き
る
よ

う
に
、
効
率
的
に
運
用
す
る
よ
う
進
め
た

い
。
適
地
適
作
や
今
後
の
拡
大
に
つ
い
て
、

担
い
手
育
成
も
含
め
Ｊ
Ａ
と
話
し
合
う
会

議
を
新
た
に
発
足
さ
せ
、
国
や
県
の
補
助

に
か
ら
め
た
市
独
自
の
支
援
を
行
い
園
芸

の
産
地
形
成
と
担
い
手
育
成
を
進
め
た
い
。

Ｑ
．
木
材
活
用
に
よ
る
建
設
等
地
域
の
声
を
反
映
す

る
設
計
を
願
う
が
可
能
か
考
え
て
ほ
し
い
が
ど
う
か
。

Ａ
．
エ
コ
ス
ク
ー
ル
化
を
念
頭
に
進
め
て

い
る
の
で
、
活
用
で
き
る
も
の
を
活
用
し

て
い
く
。
大
き
な
地
域
資
源
で
も
あ
る
の

で
、
実
施
設
計
に
盛
り
込
み
た
い
。

Ｑ
．
台
湾
詣
で
は
や
め
て
、
受
入
体
制
の
基
盤
整
備

を
も
う
少
し
し
っ
か
り
し
た
ら
ど
う
か
。
委
託
す
る

と
こ
ろ
は
委
託
す
る
な
ど
し
て
、体
制
整
備
を
す
べ
き
。

Ａ
．
市
の
観
光
を
受
け
入
れ
る
各
組
織
が
、

若
干
力
が
弱
い
こ
と
も
あ
り
、
市
の
職
員

が
力
を
補
っ
て
い
る
部
分
が
あ
る
。
外
国

人
の
観
光
客
案
内
体
制
整
備
と
し
て
、
市

内
郡
内
の
外
国
出
身
ガ
イ
ド
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
組
織
向
け
の
セ
ミ
ナ
ー
等
を
実
施

し
た
い
。
台
湾
に
は
来
年
度
も
行
く
予
定

だ
が
、
昨
年
は
漫
画
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
を
紹

介
し
実
際
に
新
庄
に
来
て
い
る
効
果
も
あ

る
の
で
、
勉
強
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

Ｑ
．
第
５
次
ま
ち
づ
く
り
総
合
計
画
策
定
委

員
会
は
ど
の
よ
う
な
構
成
メ
ン
バ
ー
を
考
え
て

い
る
の
か
。
又
、
策
定
委
員
の
選
定
方
法
は
？

Ａ
．
来
年
度
は
６
つ
の
部
会
を
立
ち
上
げ
、

現
在
の
基
本
構
想
の
検
証
を
行
い
つ
つ
新

た
な
計
画
を
策
定
す
る
た
め
の
新
体
制
を

構
築
し
た
い
。
部
会
に
は
６
〜
７
名
程
度

の
外
部
委
員
を
入
れ
検
証
し
て
い
き
た
い
。

Ｑ
．
収
入
が
生
活
保
護
基
準
以
下
の
方
は
、

免
除
申
請
で
き
る
よ
う
に
で
き
な
い
か
。

Ａ
．
ぎ
り
ぎ
り
の
と
こ
ろ
ま
で
見
通
し
を

立
て
、
税
率
を
引
き
下
げ
た
経
緯
が
あ
り
、

さ
ら
な
る
市
独
自
の
削
減
、
減
免
の
実
施

は
困
難
で
あ
る
。

Ｑ
．
水
道
の
老
朽
化
が
全
国
的
に
進
ん
で

い
る
。
市
で
は
、
法
定
耐
用
年
数
を
超
え

た
水
道
管
路
は
ど
れ
く
ら
い
か
。

Ａ
．
普
及
率
９３
・
７
％
、
水
道
管
の
耐
用
年

数
は
４０
年
で
、
管
路
経
年
化
率
は
０
・
７９
％
と

非
常
に
低
い
値
。
こ
れ
は
ほ
と
ん
ど
が
平
成
初

期
の
第
２
次
拡
張
事
業
以
降
整
備
さ
れ
た
も
の

だ
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
が
あ
と
２０
年
で
耐
用
年

数
を
迎
え
る
の
で
、
備
え
る
必
要
が
あ
る
。

平成30年度一般 会計予算は、
総 

額１５3億8, 4００万円に決定
体
育
施
設
の
管
理
運
営
事
業
費
　
修
繕
料
・
工
事
請
負
費

果
樹
園
芸
振
興
事
業
費

道
路
の
除
排
雪
業
務
費

山
屋
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
管
理
運
営
事
業
費

明
倫
学
区
義
務
教
育
学
校
建
設
事
業

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
誘
致
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
実
行
委
員
会
負
担
金

ま
ち
づ
く
り
総
合
計
画
策
定
委
員
会
委
員
報
酬

かむてん Ⓒ 新庄市×冨樫義博

予算
特別
委員
会

の審
査か
ら

一
般
被
保
険
者
国
民
健
康
保
険
税

国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計

工
事
請
負
費

水
道
事
業
会
計



一
般
質
問

８H30.５.11

一 般 質 問

３月定例会一般質問の質問者と質問事項
小関　　淳
１．地域おこし協力隊について
２．豪雪時の市民生活支援について
山科　正仁
１．林業振興について
２．ふるさと納税について
３．児童生徒の教育環境について
４．スポーツ支援について
石川　正志
１．新庄市子ども読書活動推進計画について
２．司書を活用した環境整備について
佐藤　悦子
１．豪雪対策について
２．広がる貧困について
３．産業振興について
小嶋　冨弥
１．看護師養成所について
２．市政施行７０年について
３．学校教育について

新田　道尋
１．人口減少は「町づくり」に大きく影響を与えるが人口減を止
める成果の見える施策の設定について

２．幼児教育・学校教育の充実と教育現場の現状を問う
３．子育て環境の充実と整備について
４．健康都市宣言後の現状と今後の推進計画について
佐藤　卓也
１．除雪管理システムについて
２．新庄ハーフマラソン大会について
３．新庄市職員地域担当制について
髙橋　富美子 
１．障碍者差別の解消について
２．障碍者の雇用対策について
３．生活保護行政について
４．食育教育への取り組みについて
叶内　恵子 
１．住宅リフォーム支援事業の制度の改善・充実について
２．中心市街地活性化策について
 

もの申す！

小　関　　　淳　議員

◎
地
方
を
元
気
に
す
る
た
め

の
「
地
域
お
こ
し
協
力
隊
制

度
」
と
い
う
国
の
事
業
を
活

用
し
、
現
在
５
名
の
隊
員
が

活
動
し
て
い
る
。
川
西
町
の

よ
う
に
募
集
か
ら
仕
事
、
そ

し
て
退
任
後
ま
で
、
定
住
し

て
も
ら
う
た
め
の
切
れ
目
な

い
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
サ
ポ
ー
ト

体
制
の
整
備
が
必
要
で
は
な

い
か
。

市
長
　
地
域
お
こ
し
協
力
隊

制
度
は
、
隊
員
に
地
域
協
力

活
動
に
従
事
し
て
も
ら
う
こ

と
で
地
域
活
性
化
へ
の
一
助

や
、
併
せ
て
隊
員
の
定
住
・

定
着
を
図
る
こ
と
を
目

的
と
す
る
も
の
で
あ

る
。
今
後
の
活
用
に
つ

い
て
は
、当
制
度
を「
移

住
・
定
住
施
策
」
の
一

つ
と
し
て
と
ら
え
、
定

住
希
望
者
を
優
先
し
て

採
用
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。
ま
た
、

任
期
終
了
後
に
隊
員
が

本
市
に
定
住
し
や
す
い
よ
う
相
談
体
制
を

充
実
さ
せ
る
と
と
も
に
、
他
自
治
体
の
状

況
を
見
な
が
ら
起
業
し
た
隊
員
に
対
す
る

支
援
方
法
の
在
り
方
な
ど
、
様
々
な
検
討

を
行
っ
て
い
く
考
え
で
あ
る
。

◎
豪
雪
時
の
市
民
生
活
は
様
々
な
経
費
が

増
大
す
る
。
市
民
に
直
接
的
な
補
助
制
度

や
支
援
が
必
要
で
は
。

市
長
　
本
市
で
は
、
平
成
２７
年
度
に
「
新

庄
市
雪
と
く
ら
し
を
考
え
る
連
絡
協
議

会
」
を
立
ち
上
げ
、
除
排
雪
体
制
や
助
成

制
度
の
強
化
に
努
め
て
い
る
。
雪
処
理
に

関
す
る
具
体
的
な
助
成
制
度
と
し
て
、「
高

齢
者
や
身
障
者
の
方
を
対
象
と
し
た
屋
根

の
雪
下
ろ
し
や
玄
関
前
の
雪
か
き
」
支
援

や
「
私
道
の
除
雪
機
械
の
購
入
費
の
補
助

や
貸
出
し
」、
ま
た
、「
玄
関
前
に
設
置
す

る
融
雪
マ
ッ
ト
の
無
料
配
布
」
な
ど
が
あ

る
。
こ
れ
ら
の
制
度
に
つ
い
て
、
市
民
の

か
た
に
利
用
い
た
だ
け
る
よ
う
周
知
を
図

っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
今
年
の

冬
は
雪
の
多
さ
に
加
え
、
気
温
も
低
か
っ

た
た
め
、
市
民
の
皆
様
に
は
ご
苦
労
い
た

だ
い
た
も
の
と
考
え
て
い
る
。
今
後
に
お

い
て
も
更
な
る「
雪
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
」

を
目
指
し
努
力
し
て
い
く
。

市長「任期終了後の相談体制の充実を図る」

ずっと、住みたくなる新庄市に

一般質問とは、議員が
市政全般のことについて、
執行部に質問することじゃ。

ねえ、かむてんおしえて

一般質問って何？
一般質問は、３月５日と６日の２日間、９名の議員が
行いました。質問の項目及び要旨は、質問者の通告原
稿に基づき掲載しています。

地域おこし協力隊の都市と農村の交流の様子



一
般
質
問

９ H30.５.11

一般質問

石　川　正　志　議員

山　科　正　仁　議員

◎
新
庄
市
子
ど
も
読
書
活
動

推
進
計
画
の
下
、
読
書
環
境

整
備
の
一
環
で
平
成
２９
年
１１

月
に
、
学
校
図
書
館
と
市
立

図
書
館
の
横
断
的
蔵
書
検
索

と
流
通
が
可
能
な
オ
ン
ラ
イ

ン
シ
ス
テ
ム
が
構
築
さ
れ

た
。
今
後
、
市
立
図
書
館
の

司
書
を
活
用
す
る
な
ど
運
用

面
の
強
化
を
図
る
必
要
が
あ

る
と
思
う
が
、
教
育
長
の
考

え
を
伺
う
。

教
育
長　
新
庄
市
子
ど
も
読

書
活
動
推
進
計
画
に
あ
る
読

書
環
境
の
整
備
を
し
て
い
く

上
で
、「
学
校
図
書
館
と
市

立
図
書
館
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

と
検
索
シ
ス
テ
ム
の
共
有
化

を
図
る
」
と
い
う
こ
と
が
あ

り
、
こ
の
度
の
図
書
オ
ン
ラ

イ
ン
シ
ス
テ
ム
の
運
用
と
な

っ
た
。
こ
の
シ
ス
テ
ム
は
、

「
市
立
図
書
館
と
学
校
図
書

館
」及
び「
学
校
図
書
館
と
学
校
図
書
館
」

を
結
ぶ
も
の
で
あ
り
、
市
立
図
書
館
が
中

心
に
な
り
な
が
ら
、
図
書
資
源
の
有
効
活

用
や
素
早
い
情
報
提
供
が
行
わ
れ
る
も
の

と
期
待
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
現
在
、市
立
図
書
館
の
運
営
・
管
理
は
、

一
般
社
団
法
人
と
ら
い
あ
の
指
定
管
理
事

業
と
し
て
行
っ
て
い
る
。職
員
１１
名
の
内
、

施
設
管
理
と
事
務
補
助
を
除
く
８
名
が
司

書
、
１
名
が
司
書
補
助
と
し
て
勤
務
し
て

お
り
、
今
年
度
は
、
専
門
的
な
知
識
と
豊

富
な
経
験
を
兼
ね
備
え
た
県
内
初
と
な
る

認
定
司
書
も
誕
生
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。
図
書
館
の
業
務
は
、
図
書
館
法
の
図

書
館
奉
仕
と
し
て
、
学
校
教
育
の
援
助
や

家
庭
教
育
の
向
上
に
資
す
る
こ
と
に
努
め

る
こ
と
と
さ
れ
て
お
り
、
学
校
・
保
育
現

場
の
ほ
か
関
係
機
関
と
の
協
力
・
連
携
を

図
り
な
が
ら
、
本
市
に
お
け
る
読
書
活
動

の
推
進
を
図
っ
て
き
て
い
る
。合
わ
せ
て
、

新
た
に
始
ま
っ
た
オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ス
テ
ム

の
運
用
も
含
め
て
更
な
る
連
携
の
強
化
に

つ
な
げ
て
い
く
。

◎
林
業
産
業
推
進
に
よ
り
市

内
外
の
山
林
開
発（
伐
採
等
）

が
進
ん
で
い
る
が
、
今
後
森

林
産
業
を
ど
の
よ
う
に
振
興

さ
せ
て
い
く
の
か
。
ま
た
、

各
所
に
大
量
に
野
積
み
さ
れ

て
い
る
材
木
等
の
環
境
面
や

安
全
面
で
の
対
策
、
今
後
進

む
山
林
伐
採
と
環
境
保
全
に

つ
い
て
の
考
え
を
伺
う
。

市
長　
現
在
、
県
内
は
も
と

よ
り
東
北
地
方
の
広
範
に
対

し
て
木
材
需
要
は
徐
々
に
上

昇
傾
向
に
あ
り
、
こ
れ
ま
で

停
滞
し
て
い
た
林
業
生
産
活

動
が
活
発
化
し
て
き
て
い

る
。
本
市
で
も
同
様
に
森
林

施
業
が
活
発
化
し
雇
用
も
増

え
て
き
て
い
る
。
今
後
な
お

木
材
需
要
が
増
加
す
る
こ
と

を
想
定
し
、
国
や
県
と
の
連

携
を
図
り
、
ま
た
各
補
助
事

業
を
活
用
し
な
が
ら
森
林
所

有
者
の
負
担
の
軽
減
に
努
め

る
と
と
も
に
、
適
正
な
森
林

管
理
に
よ
る
木
材
生
産
の
拡

大
を
推
進
し

て
い
く
予
定

で
あ
る
。
ま

た
、
市
内
の

各
所
に
貯
木

場
と
し
て
材

木
を
積
ん
で

い
る
が
、
国

家
資
格
を
持

っ
た
方
が
安

全
性
を
確
保

し
な
が
ら
積

み
方
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
貯
木
場
に

人
が
入
ら
な
い
よ
う
業
者
に
対
し
て
指
導

し
て
い
る
。
現
在
、
市
内
に
あ
る
貯
木
場

を
郊
外
の
２
か
所
に
集
約
す
る
計
画
を
進

め
て
い
る
が
、
今
後
に
お
い
て
も
安
全
面

の
こ
と
も
含
め
指
導
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。

◎
文
科
省
か
ら
全
国
の
学
校
施
設
の
空
調

（
冷
房
等
）
設
備
設
置
率
が
向
上
し
て
い

る
と
の
調
査
結
果
が
公
表
さ
れ
た
。
当
市

の
普
通
教
室
等
へ
の
空
調
設
置
に
つ
い

て
、
そ
の
後
の
検
討
状
況
を
伺
う
。

教
育
長　
現
在
、
平
成
３３
年
度
開
校
予
定

の
明
倫
学
区
義
務
教
育
学
校
の
整
備
に
つ

い
て
検
討
し
て
お
り
、
そ
の
中
に
お
い
て

冷
房
機
器
設
置
に
つ
い
て
も
協
議
し
て
い

る
。
昨
年
、
市
内
各
中
学
校
で
の
普
通
教

室
の
温
度
調
査
を
実
施
し
た
が
、
そ
の
結

果
を
踏
ま
え
て
導
入
等
の
方
向
性
を
見
出

し
て
い
く
。
並
行
し
て
市
内
の
他
の
小
中

学
校
及
び
義
務
教
育
学
校
の
普
通
教
室
等

へ
の
冷
房
機
器
導
入
に
つ
い
て
も
、
新
た

な
事
業
と
し
て
財
政
計
画
に
基
づ
き
調
整

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

市長「山林及び貯木場の適正管理を図る」

教育長「オンラインシステムの運用に向けた更なる連携の強化」

安全・環境維持

表現力豊かな子どもの育成を目指して！

国道脇材木在置状況



一
般
質
問

10H30.５.11

一般質問

小　嶋　冨　弥　議員

◎
地
域
医
療
の
安
全
・
安
心

の
充
実
の
為
、
看
護
師
養
成

所
、
開
設
準
備
委
員
会
の
初

会
合
が
開
か
れ
ま
し
た
。
そ

れ
ら
の
事
業
構
想
、
今
後
の

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

市
長　
今
年
１
月
に
看
護
師

養
成
所
開
設
準
備
委
員
会
を

設
置
し
、
そ
の
中
で
様
々
な

意
見
を
い
た
だ
い
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。
ま
た
、
そ
の

考
え
を
今
年
３
月
を
目
途
に

基
本
構
想
（
案
）
と
し
て
ま

と
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。
開
校
に
つ
い
て
は
、

平
成
３３
年
度
の
開
校
を
目
指

し
た
い
と
考
え
て
い
る
。
建

設
予
定
地
の
選
定
や
教
員
の

募
集
、
ま
た
、
外
部
講
師
、

実
習
施
設
の
確
保
な
ど
課
題

や
取
り
組
む
べ
き
事
柄
は
多

く
あ
る
が
、
一
歩
一
歩
着
実

に
進
め
て
い
く
。

◎
学
校
の
先
生
方
の
長
時
間
勤
務
が
社
会

問
題
化
し
て
お
り
ま
す
。
先
生
方
の
業
務

を
補
助
す
る
「
ス
ク
ー
ル
サ
ポ
ー
ト
ス

タ
ッ
フ
」、「
部
活
指
導
員
」
の
配
置
に
つ

い
て
、市
の
教
育
委
員
会
の
考
え
を
問
う
。

教
育
長　
「
ス
ク
ー
ル
サ
ポ
ー
ト
ス
タ
ッ

フ
」
は
、
教
員
の
勤
務
負
担
軽
減
を
図
る

た
め
の
事
業
と
し
て
、
教
員
の
授
業
準
備

の
補
助
な
ど
の
仕
事
に
従
事
す
る
方
で
あ

る
。県
の
教
育
委
員
会
で
は
来
年
度
以
降
、

段
階
的
に
学
校
に
配
置
す
る
こ
と
に
な
っ

て
い
る
が
、
市
で
は
県
の
教
育
委
員
会
に

対
し
、
ス
ク
ー
ル
サ
ポ
ー
ト
ス
タ
ッ
フ
の

配
置
に
つ
い
て
強
く
要
望
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、
中
学
校
に
お
け

る
部
活
動
指
導
に
対
し
て
の
負
担
軽
減
を

図
っ
て
い
く
た
め
、「
部
活
動
指
導
員
」

の
配
置
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。
県
で
は
全
体
の
二
分
の
一
の
中

学
校
に
配
置
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
、
本

市
で
は
、
中
学
校
３
校
に
配
置
す
る
予
定

で
あ
る
。

市長「平成33年度の開校を目指したい」

新庄を担う人材育成のために

佐　藤　悦　子　議員

◎
市
内
の
中
小
零
細
業
者

が
、
カ
ー
ド
ロ
ー
ン
と
い
う

高
金
利
の
貸
し
付
け
を
う
け

苦
し
ん
で
い
る
。
山
形
県
は

小
規
模
振
興
条
例
が
あ
り
、

低
利
の
融
資
制
度
が
あ
る
。

本
市
も
金
融
機
関
に
指
導

し
、
活
用
さ
せ
る
べ
き
で
は

な
い
か
。

市
長　
融
資
制
度
の
活
用
に
つ
い
て
は
、

毎
年
４
月
に
保
証
協
会
が
主
催
す
る
金
融

懇
談
会
に
お
い
て
、
融
資
施
策
や
創
業
支

援
等
に
係
る
補
助
金
等
の
活
用
に
つ
い
て

の
説
明
が
あ
り
情
報
の
共
有
を
図
っ
て
い

る
。
そ
の
中
で
、
低
利
の
融
資
制
度
に
も

触
れ
、
制
度
の
積
極
的
な
活
用
を
促
し
て

い
る
。
事
業
所
等
か
ら
相
談
が
あ
っ
た
場

合
は
、
商
工
会
議
所
と
連
携
し
指
導
に
当

た
っ
て
い
る
。
今
後
に
お
い
て
も
、
金
融

機
関
、
保
証
協
会
、
商
工
会
議
所
等
の
関

係
機
関
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
進
め
て
い

く
。

◎
生
活
道
（
私
道
）
の
除
雪
・
排
雪
を
、

市
道
と
同
じ
よ
う
に
、
無
条
件
で
行
い
、

市
民
の
生
存
権
を
平
等
に
保
障
す
べ
き
で

は
な
い
か
。

市
長　
市
で
は
、
昭
和
６３
年
か
ら
一
定
の

条
件
を
付
し
、
生
活
道
路
の
除
雪
を
行
っ

て
き
て
い
る
。
申
請
要
件
は
、
公
共
性
な

ど
を
勘
案
し
つ
つ
定
め
た
も
の
で
あ
り
、

申
請
戸
数
、
道
路
幅
員
、
雪
捨
場
の
確
保

が
必
須
の
条
件
と
し
て
い
る
。
今
後
も
現

在
の
体
制
を
継
続
し
て
い
く
考
え
で
い
る

が
、
現
在
申
請
さ
れ
て
い
る
箇
所
に
お
い

て
、
転
居
等
に
よ
り
申
請
戸
数
を
下
回
る

状
態
と
な
っ
た
場
合
は
戸
数
要
件
を
緩
和

す
べ
き
と
考
え
て
い
る
。

市長「金融機関と連携し、積極的活用を図る」

中小零細業者に低利融資で支援を



一
般
質
問

11 H30.５.11

一般質問

佐　藤　卓　也　議員

新　田　道　尋　議員

◎
新
庄
市
初
の
ハ
ー
フ
マ
ラ

ソ
ン
大
会
が
平
成
２９
年
１０
月

７
日
に
陸
上
競
技
場
の
改
修

記
念
と
し
て
行
わ
れ
ま
し

た
。
選
べ
る
参
加
賞
な
ど
他

に
は
無
い
お
も
て
な
し
は
好

評
だ
っ
た
反
面
、
認
識
不
足

に
よ
る
課
題
も
あ
り
ま
す
。

今
後
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ま

れ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

教
育
長　
新
庄
ハ
ー
フ
マ
ラ

ソ
ン
大
会
は
、
新
庄
市
陸
上

競
技
場
の
改
修
を
記
念
し
て

催
し
た
が
、
初
開
催
と
い
う

こ
と
も

あ
り
、

周
知
方

法
や
運

営
面
で

課
題
も

出
さ
れ

た
。
来

年
度
に

お
い
て
は
、
大
会
の
開
催
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
募
集
な
ど
の
周
知
を
早
期
に
図
り
た

い
と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、
給
水
所
や
救

護
関
係
の
見
直
し
な
ど
の
運
営
面
で
の
課

題
は
、
参
加
者
へ
の
安
全
対
策
は
も
と
よ

り
、
ラ
ン
ナ
ー
ズ
フ
ァ
ー
ス
ト
の
視
点
で

改
善
し
て
い
き
た
い
。
こ
の
大
会
参
加
者

を「
お
も
て
な
し
の
心
」を
持
っ
て
迎
え
、

市
最
大
の
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

◎
今
冬
よ
り
Ｇ
Ｐ
Ｓ
機
能
に
よ
る
除
雪
管

理
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
ま
し
た
。
効
果
と

課
題
に
つ
い
て
お
伺
い
い
た
し
ま
す
。

市
長　
Ｇ
Ｐ
Ｓ
を
利
用
し
た
除
雪
シ
ス
テ

ム
の
導
入
の
効
果
と
し
て
は
、
車
両
位
置

の
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
の
把
握
や
作
業
状
況

が
自
動
生
成
さ
れ
る
た
め
、
事
務
コ
ス
ト

の
軽
減
に
繋
が
っ
て
い
る
こ
と
、
ま
た
、

除
雪
車
両
の
移
動
履
歴
に
よ
り
委
託
業
務

の
正
確
な
管
理
が
可
能
と
な
る
こ
と
で
あ

る
。
一
方
で
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
画
面
に

映
し
出
さ
れ
た
１
３
０
台
の
除
雪
車
両
の

判
別
が
わ
か
り
に
く
い
と
の
指
摘
も
あ
る

た
め
、
今
後
改
善
を
図
っ
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
、
除
雪
事
務
に

お
い
て
は
現
状
把
握
に
時
間
を
要
し
た
こ

と
か
ら
意
思
疎
通
が
で
き
ず
、
ト
ラ
ブ
ル

も
多
く
抱
え
る
こ
と
と
な
っ
て
い
た
が
今

回
の
導
入
に
よ
り
改
善
さ
れ
る
こ
と
と
な

る
。
更
に
デ
ー
タ
ー
を
蓄
積
す
る
こ
と
に

よ
り
除
雪
時
刻
表
の
作
成
へ
と
繋
げ
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

◎
安
心
し
て
子
育
て
で
き
る

環
境
を
重
点
的
に
整
備
し
、

人
口
減
少
対
策
の
要
と
す
べ

き
と
思
う
が
。

市
長　
人
口
減
少
対
策
と
し

て
の
子
育
て
支
援
策
と
し

て
、
妊
娠
、
出
産
期
か
ら
子

育
て
ま
で
切
れ
目
な
い
総
合

的
な
相
談
支
援
を
行
う
「
子

育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
」
の
設
置
、
仕
事
と
家

庭
の
両
立
を
確
保
し
、
安
心

し
て
子
育
て
が
で
き
る
環
境

整
備
の
た
め
の
「
フ
ァ
ミ

リ
ー・サ
ポ
ー
ト・セ
ン
タ
ー

事
業
」
や
、
就
労
環
境
の
改

善
な
ど
、
子
育
て
支
援
に
意

欲
的
に
取
り
組
む
企
業
を
応

援
す
る
「
子
育
て
応
援
企
業

支
援
事
業
」
な
ど
を
実
施
し

て
い
る
。
ま
た
、
子
育
て
家

庭
の
経
済
的
な
負
担
軽
減
の

た
め
、
第
３
子
以
降
の
児
童

を
対
象
に
保
育
料
・
児
童
館

等
の
使
用
料
の
免
除
を
行
う

「
第
３
子
以
降
児
童
保
育
料

免
除
事
業
」

や
、
未
就
学

児
か
ら
中
学

３
年
生
ま
で

を
対
象
に
対

象
者
の
医
療

機
関
で
の
窓

口
負
担
を
軽
減
す
る
「
子
育
て
支
援
医
療

給
付
事
業
」
な
ど
を
実
施
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
る
。
今
後
も
安
心
し
て
子
育
て
が

で
き
る
環
境
整
備
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

◎
超
高
齢
化
社
会
を
迎
え
、
団
塊
の
世
代

が
後
期
高
齢
期
に
入
る
前
に
、
元
気
高
齢

者
の
育
成
、
健
康
寿
命
の
延
伸
に
向
け
た

施
策
は
。

市
長　
高
齢
に
な
っ
て
も
生
き
生
き
と
暮

ら
す
た
め
の
健
康
づ
く
り
は
、
若
い
世
代

か
ら
の
生
活
習
慣
病
の
予
防
や
、
健
康
づ

く
り
の
意
識
向
上
な
ど
に
取
り
組
む
必
要

が
あ
る
。
本
市
で
は
、
特
定
健
診
や
生
活

習
慣
病
改
善
の
指
導
を
行
っ
て
い
る
。
ま

た
、
新
庄
か
む
て
ん
健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
事

業
で
は
、
減
塩
や
ラ
ジ
オ
体
操
な
ど
の
健

康
づ
く
り
を
ポ
イ
ン
ト
化
し
、
健
康
づ
く

り
の
意
識
向
上
や
健
康
づ
く
り
を
促
し
て

い
る
。
そ
の
他
、
各
地
区
に
出
向
き
、
介

護
予
防
の
た
め
の
健
康
教
室
を
開
催
し
て

い
る
。元
気
な
高
齢
者
を
支
え
る
土
台
は
、

第
一
に
生
き
が
い
づ
く
り
で
あ
る
と
考
え

る
。
趣
味
の
活
動
な
ど
を
通
し
て
人
と
つ

な
が
り
、
生
き
が
い
を
持
っ
て
こ
そ
健
康

づ
く
り
の
意
識
も
向
上
す
る
と
考
え
ら
れ

る
。
そ
の
た
め
、
老
人
ク
ラ
ブ
な
ど
、
通

い
の
場
を
充
実
さ
せ
る
た
め
、
各
団
体
や

社
会
福
祉
協
議
会
と
連
携
し
活
動
を
支
援

し
て
い
く
。

市長「安心して子育てができる環境整備に取り組む」

市長「ランナーズファーストの視点で改善していく」

子供は未来の宝物 みんなで育てよう 新庄っ子

みんなで盛り上げよう、ハーフマラソン大会！！



一
般
質
問

12H30.５.11

一般質問

叶　内　恵　子　議員

◎
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
補
助
金

は
、
地
域
経
済
を
刺
激
で
き

る
公
益
性
、
公
共
性
を
発
揮

で
き
る
制
度
で
あ
る
と
考
え

る
。
制
度
の
改
善
・
充
実
に

つ
い
て
の
考
え
を
伺
う
。

市
長　
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
補

助
金
に
つ
い
て
は
、
県
の
補

助
金
を
活
用
し
、
２３
年
度
よ

り
工
事
費
の
１０
％
、
上
限
２０

万
円
で
実
施
し
て
い
る
。
２４

年
度
に
克
雪
化
の
要
件
を
追
加
、
２６
年
度

に
県
産
木
材
使
用
で
補
助
の
上
限
１０
万
円

を
上
乗
せ
し
、
２７
年
度
に
は
人
口
減
少
対

策
と
し
て
三
世
代
同
居
、
移
住
、
新
婚
、

子
育
て
世
代
に
対
し
て
、
補
助
率
を
工
事

費
の
２０
パ
ー
セ
ン
ト
、
上
限
を
３０
万
円
と

す
る
な
ど
、
情
勢
に
合
わ
せ
制
度
の
改
善

が
図
ら
れ
て
き
た
。
今
後
に
お
い
て
も
、

よ
り
多
く
の
市
民
の
方
に
利
用
し
て
い
た

だ
け
る
事
業
と
す
る
た
め
県
と
の
協
議
を

進
め
て
い
く
。

◎
新
庄
市
の
中
心
市
街
地
の
賑
わ
い
創
出

を
具
現
化
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え

る
。
中
心
市
街
地
活
性
化
基
本
計
画
策
定

に
つ
い
て
の
考
え
を
伺
う
。

市
長　
ま
ち
づ
く
り
総
合
計
画
に
お
け

る
、
商
工
業
の
振
興
施
策
と
し
て
、
市
内

に
か
む
て
ん
看
板
を
設
置
し
、
街
な
か
案

内
や
情
報
発
信
な
ど
を
行
う
な
ど
回
遊
性

の
あ
る
商
店
街
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い

る
。
ま
た
、
商
業
地
域
空
き
店
舗
等
出
店

事
業
費
補
助
を
活
用
し
、
商
店
街
へ
の
新

規
出
店
者
へ
の
支
援
を
行
っ
て
い
る
。
現

在
、
都
市
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
策
定
が
進

め
ら
れ
て
い
る
た
め
、
ま
ち
づ
く
り
総
合

計
画
と
併
せ
、
本
市
が
目
指
す
街
づ
く
り

に
沿
っ
た
形
で
活
性
化
に
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
従
っ
て
、
現
時

点
で
は
中
心
市
街
地
活
性
化
基
本
計
画
を

策
定
す
る
予
定
は
な
い
が
、
今
後
も
産
・

学
・
官
・
金
・
民
と
共
に
連
携
を
図
り
な

が
ら
進
め
て
い
く
。

市長「県との協議を進めていく」

市民が元気になるための政策を

髙　橋　富美子　議員

◎
障
害
者
差
別
解
消
法
が
施

行
さ
れ
、
自
治
体
職
員
の
対

応
要
領
策
定
に
つ
い
て
は
努

力
義
務
と
さ
れ
て
い
る
が
、

本
市
の
対
応
と
条
例
制
定
に

向
け
て
の
考
え
を
お
伺
い
い

た
し
ま
す
。

市
長　
市
で
は
昨
年
１１
月
に

「
障
が
い
を
理
由
と
す
る
差

別
の
解
消
の
推
進
に
関
す
る

新
庄
市
職
員
対
応
要
領
」
を

定
め
、
訓
令
と
し
て
職
員
に

発
令
し
、
適
用
し
て
い
る
。

こ
の
要
領
に
基
づ
き
全
職
員
が
行
動
し
て

お
り
、
問
題
が
生
じ
た
場
合
は
総
務
課
が

集
約
す
る
と
い
っ
た
相
談
体
制
を
つ
く
っ

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
条
例
制
定
に
つ

い
て
は
、
法
律
や
県
の
条
例
が
存
在
す
る

た
め
、
現
時
点
で
は
そ
れ
に
沿
っ
て
対
応

を
行
う
考
え
で
あ
る
。

◎
様
々
な
情
勢
に
よ
り
生
活
保
護
の
受
給

者
が
増
え
続
け
て
い
る
。
不
正
受
給
の
対

応
や
申
請
等
の
窓
口
、
相
談
体
制
の
充
実

が
必
要
と
考
え
る
が
現
在
の
状
況
と
今
後

の
見
通
し
に
つ
い
て
お
伺
い
い
た
し
ま

す
。

市
長　
近
年
、生
活
保
護
に
関
す
る
相
談・

申
請
回
数
は
多
い
数
値
で
推
移
し
て
お

り
、
ま
た
、
生
活
保
護
の
受
給
世
帯
も
増

加
傾
向
に
あ
る
。
現
在
、
市
で
は
１
名
増

員
し
、
生
活
保
護
受
給
世
帯
の
増
に
対
応

し
て
い
る
。
ま
た
、
自
立
に
向
け
た
就
労

支
援
に
つ
い
て
も
個
々
に
稼
働
能
力
の
程

度
を
判
断
し
な
が
ら
支
援
を
行
う
こ
と
と

し
て
い
る
。
ま
た
、
平
成
２７
年
度
よ
り
制

度
化
さ
れ
た
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
制
度

に
よ
り
、
生
活
保
護
に
至
る
前
の
自
立
支

援
を
図
る
た
め
、
専
門
の
窓
口
を
設
け
、

多
岐
に
わ
た
る
問
題
の
相
談
の
対
応
を

行
っ
て
い
る
。
今
後
も
、
生
活
自
立
支
援

相
談
制
度
に
つ
い
て
関
係
機
関
へ
の
周
知

等
に
よ
り
機
能
の
活
用
を
図
り
つ
つ
、
生

活
保
護
行
政
に
も
対
応
し
た
い
と
考
え
て

い
る
。

市長「相談体制は整えるが、上位法に沿って対応する」

障害者差別の解消に向けて

耐震基準前の建物構造内部の一例（市内建物）
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•
地
震
を
想
定
し
た
避
難
訓
練
だ
け

で
な
く
、
今
後
は
、
豪
雨
想
定
（
変

化
し
て
い
る
災
害
に
マ
ッ
チ
し
た
想

定
）
の
避
難
場
所
の
指
定
や
取
り
組

み
推
進
も
必
要
で
は
な
い
か
。
特
に

避
難
場
所
の
指
定
（
例
え
ば
わ
く
わ

く
）
に
は
深
夜
の
災
害
等
に
も
避
難

出
来
る
よ
う
に
十
分
な
条
件
配
慮
を

し
て
ほ
し
い
。
そ
し
て
避
難
場
所
と

し
て
設
定
し
た
ら
、
必
要
な
時
に
５

〜
１０
分
で
開
放
で
き
る
シ
ス
テ
ム
が

必
要
だ
と
考
え
る
が
如
何
で
あ
る

か
。

【
回
答
】

　
豪
雨
時
の
避
難
所
の
開
設
に
つ
い

て
は
、
テ
レ
ビ
な
ど
で
避
難
情
報
が

発
表
さ
れ
る
前
に
、
気
象
台
か
ら
事

前
に
情
報
収
集
す
る
等
の
対
応
を
と

り
、
早
期
の
段
階
で
避
難
所
を
開
設

す
る
。

　
水
害
を
は
じ
め
、
土
砂
災
害
、
地

震
な
ど
の
災
害
に
対
応
す
る
に
は
、

自
助
、
共
助
、
公
助
の
考
え
方
が
よ

り
重
要
に
な
っ
て
く
る
。
市
で
は
現

在
、
自
主
防
災
組
織
の
設
立
推
進
、

育
成
へ
取
り
組
ん
で
お
り
、
地
域
の

皆
様
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら

進
め
て
い
る
。「
公
助
」
の
取
り
組

み
は
、
啓
発
や
周
知
、
災
害
マ
ニ
ュ

ア
ル
の
作
成
、
災
害
対
応
な
ど
が
よ

り
重
要
と
な
る
が
、
今
後
も
関
係
機

関
と
連
携
し
、
災
害
に
強
い
ま
ち
づ

く
り
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

•
山
屋
温
泉
（
奥
羽
金
沢
温
泉
）
の

よ
う
な
市
民
温
泉
は
必
要
だ
と
思

う
。
他
自
治
体
で
は
直
営
の
温
泉
も

あ
る
と
聞
く
。
今
後
の
山
屋
温
泉
経

営
を
市
の
支
援
で
継
続
で
き
る
よ
う

に
し
て
ほ
し
い
と
考
え
る
が
如
何

か
。

【
回
答
】

　
奥
羽
金
沢
温
泉
は
、
平
成
２９
年
１２

月
を
も
っ
て
閉
館
と
な
っ
た
が
、
今

後
の
対
応
に
つ
い
て
は
、
事
業
者
や

市
民
の
皆
様
か
ら
の
要
望
を
重
く
受

け
止
め
、
議
論
を
積
み
重
ね
な
が
ら

協
議
し
て
い
く
。

•
小
説
家
「
今
村
翔
吾
」
氏
が
新
庄

由
縁
の
小
説
を
出
さ
れ
た
が
、今
後
、

映
画
化
な
ど
新
庄
ま
つ
り
の
囃
子
や

食
な
ど
発
信
し
て
い
く
上
で
、
い
い

機
会
に
な
る
の
で
は
と
考
え
る
が
如

何
か
。

【
回
答
】

　
同
作
が
映
画
化
さ
れ
れ
ば
、
新
庄

市
の
情
報
発
信
の
大
き
な
機
会
と
な

る
こ
と
は
間
違
い
な
い
の
で
、
今
後

も
、
著
者
の
今
村
先
生
や
出
版
社
と

綿
密
な
関
係
を
築
き
、
映
像
化
等
が

実
現
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
、
情
報

提
供
に
努
め
て
い
く
。

•
桧
町
の
流
雪
溝
整
備
に
つ
い
て
、

年
次
計
画
が
ず
る
ず
る
と
延
ば
さ
れ

て
い
る
、
工
事
年
次
等
の
回
答
が
ほ

し
い（
現
状
が
雨
水
溝
で
あ
ろ
う
し
、

流
雪
溝
整
備
計
画
の
存
在
自
体
を
確

認
す
る
こ
と
）。

【
回
答
】

　
当
該
地
区
の
流
雪
溝
整
備
に
向

け
、
平
成
３０
年
度
か
ら
計
画
策
定
の

た
め
の
基
礎
調
査
の
実
施
を
予
定
し

て
い
る
。
現
時
点
で
は
明
確
な
工
事

の
年
次
計
画
を
示
す
こ
と
は
で
き
な

い
。

•
鉄
砲
町
で
は
、
毎
年
、
水
路
委
員

を
決
め
、
さ
ら
に
側
溝
周
辺
の
人
に

水
当
番
に
な
っ
て
も
ら
い
、
１
日
１

回
水
路
の
見
回
り
、
ご
み
な
ど
を
拾

い
、
自
分
で
で
き
な
い
と
き
は
、
水

路
委
員
に
連
絡
し
て
も
ら
う
よ
う
に

し
て
い
る
。こ
の
よ
う
な
鉄
砲
町
の
、

住
民
の
方
々
の
モ
ラ
ル
や
ル
ー
ル
づ

く
り
を
す
す
め
る
と
い
う
取
り
組
み

を
市
と
し
て
周
知
普
及
す
る
べ
き
で

は
な
い
か
。

【
回
答
】

　
本
市
で
は
流
雪
溝
施
設
整
備
と
並

行
し
、
流
雪
溝
の
円
滑
な
利
用
が
行

え
る
よ
う
利
用
者
に
よ
る
「
流
雪
溝

利
用
組
織
」
の
設
立
支
援
を
実
施
し

て
い
る
。
平
成
２９
年
度
は
４
団
体
が

新
た
に
設
立
さ
れ
、
現
在
は
１０
団
体

が
自
発
的
に
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

流
雪
溝
の
利
用
は
、
利
用
者
一
人
ひ

と
り
の
モ
ラ
ル
と
、
利
用
組
織
で
取

り
決
め
た
ル
ー
ル
を
守
っ
て
利
用
す

る
こ
と
が
極
め
て
重
要
で
あ
る
。
こ

れ
ま
で
以
上
に
利
用
者
と
共
に
周

知・普
及
活
動
に
力
を
入
れ
て
い
く
。

•
子
育
て
、
少
子
化
が
課
題
と
な
っ

て
い
る
中
、
子
供
の
通
学
路
の
安
全

性
に
つ
い
て
不
十
分
な
の
で
は
な
い

か
と
感
じ
る
。
特
に
下
西
山
〜
蛇
塚

間
（
市
道
）
で
歩
道
が
狭
い
と
こ
ろ

は
、
道
路
を
拡
幅
し
歩
行
者
の
安
全

性
を
向
上
さ
せ
て
ほ
し
い
。
ま
た
、

国
道
（
県
管
理
）
の
踏
切
に
は
、
歩

道
が
設
置
さ
れ
て
お
ら
ず
、
冬
期
間

は
危
険
で
あ
る
の
で
早
急
に
対
処
願

い
た
い
が
如
何
か
。

【
回
答
】

　
下
西
山
〜
蛇
塚
間
に
つ
い
て
は
、

区
画
線
の
設
置
等
に
よ
り
歩
行
者
の

安
全
確
保
に
努
め
て
い
く
。

【
県
の
回
答
】

　
Ｊ
Ｒ
と
協
議
を
し
て
い
る
。
下
馬

踏
切
改
良
工
事
の
進
捗
を
促
進
し
、

下
西
山
踏
切

の
改
良
工
事

も
早
期
の
着

手
を
図
り
た

い
と
考
え
て

い
る
。

平成３０年１月４日、第１１回議会報告会に寄せ
られた「市民の声」を市長に届けました。その
回答が届きましたので、一部を紹介します。市民の声を受けて
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　新庄市議会では、「市民に開かれた議会」を目標に、議会が身近に感じられる取り組みを進めています。
今回は、平成３０年３月議会の報告とともに、意見交換を行います。多くの皆様の参加をお待ちしております。

第12回議会報告会開催のお知らせ第12回議会報告会開催のお知らせ

開 催 日 会　　場 担当議員
Ａ　班
Ｂ　班
Ｃ　班
Ａ　班
Ｂ　班
Ｃ　班
Ａ　班
Ｂ　班
Ｃ　班

時　　間

５月２９日（火）

５月３０日（水）

５月３１日（木）

午後７時００分～
　　　　　８時３０分
　（午後６時３０分開場）

髙橋富美子（班長）、遠藤　敏信、山科　正仁、清水　清秋、佐藤　悦子、小関　　淳
叶内　恵子（班長）、小嶋　冨弥、奥山　省三、佐藤　卓也、石川　正志、森　　儀一
新田　道尋（班長）、佐藤　義一、今田　浩徳、下山　准一、星川　　豊、小野　周一

Ａ班
Ｂ班
Ｃ班

小 桧 室 集 会 所
わ く わ く 新 庄
御 堀 端 公 民 館
昭和活性化センター
栄 町 公 民 館
市 野 々 公 民 館
中 川 原 公 民 館
仁 田 山 公 民 館
升 形 公 民 館

《お願い》報告会当日は、「しんじょう市議会だより　No.140」をご持参ください。

～皆さまの声は、市政に届いていますか？～～皆さまの声は、市政に届いていますか？～

•
若
者
の
定
住
促
進
を
図
る
上
で
、
建

売
住
宅
を
購
入
す
る
際
の
補
助
を
し
て

は
如
何
か
。

【
回
答
】

　
新
庄
市
で
は
、
若
者
世
帯
の
住
宅
取

得
に
係
る
負
担
を
軽
減
す
る
こ
と
で
、

若
者
の
定
住
・
定
着
を
促
進
す
る
と
と

も
に
、
市
内
の
住
宅
産
業
の
振
興
に
よ

る
地
域
の
活
性
化
に
資
す
る
た
め
、
平

成
２９
年
度
か
ら
若
者
世
帯
住
宅
取
得
助

成
金
事
業
を
実
施
し
て
い
る
。
こ
の
制

度
開
始
後
１
年
が
経
っ
た
ば
か
り
な
の

で
、
当
面
は
、
現
在
の
制
度
を
着
実
に

実
施
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

対
象
と
な
る
住
宅
の
考
え
方
に
つ
い
て

は
、
数
年
経
過
の
後
、
制
度
の
検
証
を

踏
ま
え
て
、
検
討
し
て
い
く
。

•
上
下
水
道
整
備
地
区
で
接
続
し
て
い

な
い
住
民
が
多
い
。
普
及
率
を
上
げ
て

水
道
料
金
低
減
に
も
努
め
る
行
政
努
力

が
必
要
と
考
え
る
が
如
何
か
。

【
回
答
】

　
定
期
的
な
普
及
訪
問
や
接
続
依
頼
ア

ン
ケ
ー
ト
な
ど
に
よ
り
普
及
活
動
を

行
っ
て
い
る
が
、
接
続
す
る
た
め
の
お

金
が
無
い
、
高
齢
者
世
帯
で
後
継
者
が

い
な
い
な
ど
の
理
由
で
未
接
続
と
な
っ

て
い
る
。
下
水
道
事
業
は
接
続
し
て
使

用
し
て
も
ら
え
な
い
と
、
そ
の
事
業
効

果
が
上
が
ら
な
い
だ
け
で
な
く
、
維
持

管
理
費
や
設
備
投
資
費
を
賄
う
こ
と
が

で
き
な
い
の
で
、
よ
り
一
層
普
及
拡
大

に
努
め
て
い
く
。

•
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
運
行
に
は
条
例
に

よ
る
条
件
が
あ
る
の
は
承
知
し
て
い
る

が
、
特
に
低
学
年
の
児
童
登
下
校
や
冬

期
間
限
定
の
安
全
性
を
考
慮
し
た
条
件

緩
和
策
な
ど
は
で
き
な
い
か
を
伺
う
。

【
回
答
】

　
本
市
に
お
い
て
は
国
の
基
準
を
緩
和

し
、
通
年
ス
ク
ー
ル
バ
ス
利
用
の
基
準

を
児
童
３
㎞
、
生
徒
５
㎞
以
上
と
し
、

冬
期
間
の
利
用
の
場
合
は
児
童
２
㎞
、

生
徒
３
㎞
以
上
と
更
に
基
準
を
緩
和
し

て
、
児
童
、
生
徒
の
安
全
安
心
な
通
学

環
境
整
備
に
努
め
て
お
り
、
全
般
的
な

こ
れ
以
上
の
基
準
の
緩
和
は
困
難
な
状

況
で
あ
る
。

•
学
校
の
冷
房
設
備
に
関
し
、
午
前
中

は
大
丈
夫
だ
が
、
暑
く
な
る
と
体
調
不

良
を
訴
え
る
子
供
も
い
る
こ
と
か
ら
前

向
き
に
検
討
し
て
ほ
し
い
が
市
の
方
向

性
を
伺
う
。

【
回
答
】

　
普
通
教
室
の
空
調
設
備
に
つ
い
て
、

状
況
把
握
を
し
な
が
ら
協
議
検
討
を
重

ね
て
お
り
、
市
内
各
学
校
施
設
全
般
へ

の
事
業
化
に
つ
い
て
国
庫
補
助
金
活
用

な
ど
財
源
の
確
保
・
調
整
を
図
り
方
向

付
け
を
し
て
い
き
た
い
考
え
で
あ
る
。
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調
査
・
研
究
活
動
中
間
報
告

委
員
長　

清　

水　

清　

秋

　
本
特
別
委
員
会
は
、
平
成
２９
年
６
月
定
例
会
に

お
い
て
設
置
さ
れ
た
。

　
①
第
１
回
委
員
会
（
平
成
２９
年
７
月
６
日
）

　
一
番
の
課
題
で
あ
る
ス
タ
ッ
フ
の
確
保
に
向
け
、

関
係
機
関
に
働
き
か
け
を
行
っ
て
い
る
と
の
報
告

を
受
け
る
。
今
後
も
行
政
と
情
報
を
共
有
し
な
が

ら
調
査
・
研
究
を
進
め
て
い
く
こ
と
を
相
互
に
確

認
し
た
。

　
②
第
２
回
委
員
会
（
平
成
２９
年
１０
月
１９
日
）

　
平
成
３３
年
４
月
開
校
に
向
け
て
進
め
て
い
き
た

い
旨
の
報
告
を
受
け
る
。
一
般
財
源
の
投
入
額
の

疑
義
が
あ
り
、
将
来
に
わ
た
る
財
政
負
担
の
懸
念

等
に
つ
い
て
の
協
議
が
な
さ
れ
た
。

　
③
視
察
（
11
月
30
日
〜
12
月
１
日
）

　
実
際
の
看
護
学
校
の
運
営
状
況
を
把
握
す
る
た

め
、
公
立
看
護
学
校
で
平
成
２６
年
度
に
設
立
さ
れ

た
、
和
歌
山
県
御
坊
市
（
ご
ぼ
う
し
）
の
「
日
高

看
護
専
門
学
校
」
の
視
察
を
行
っ
た
。
学
校
長
か

ら
説
明
を
受
け
、
委
員
一
同
、
改
め
て
看
護
学
校

開
設
の
必
要
性
・
重
要
性
を
認
識
し
た
。

　
④
第
３
回
委
員
会
（
平
成
３０
年
２
月
２３
日
）

　
同
年
１
月
３０
日
に
行
政
や
病
院
、
福
祉
、
教
育

の
各
関
係
機
関
か
ら
成
る
開
設
準
備
委
員
会
を
立

ち
上
げ
た
と
の
報
告
及
び
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

と
し
て
、
平
成
３３
年
４
月
開
校
に
向
け
、
平
成
３０

年
度
早
々
に
は
建
設
用
地
を
決
定
し
、
建
物
の
設

計
に
入
っ
て
い
き
、
平
成
３１
年
度
か
ら
は
建
物
の

建
設
に
着
手
し
た
い
旨
の
説
明
を
受
け
た
。
現
実

的
な
建
設
候
補
地
を
メ
イ
ン
と
し
た
協
議
が
な
さ

れ
た
。

　
◎
課
題
は
山
積
し
て
い
る
も
の
の
、
平
成
３３
年

４
月
の
開
校
に
向
け
、
議
会
と
し
て
も
、
そ
の
取

組
状
況
を
注
視
し
な
が
ら
、
本
特
別
委
員
会
を
継

続
し
、
今
後
も
財
源
と
の
調
和
を
図
り
な
が
ら
実

現
で
き
る
計
画
性
と
方
向
性
を
協
議
し
て
い
く
。

　
新
庄
市
議
会
は
、
３
月
２０
日
、
懲
罰
特
別
委
員

会
（
遠
藤
敏
信
委
員
長
）
を
開
き
、
３
月
８
日
の

産
業
厚
生
常
任
委
員
会
で
委
員
長
の
制
止
に
応
じ

ず
発
言
を
続
け
た
佐
藤
悦
子
議
員
に
対
し「
陳
謝
」

の
懲
戒
処
分
が
相
当
と
し
、
そ
の
後
の
本
会
議
で

処
分
を
賛
成
多
数
で
可
決
し
た
。

　
産
業
厚
生
常
任
委
員
会
で
介
護
保
険
条
例
の
改

正
に
つ
い
て
審
議
中
、
委
員
長
か
ら
３
度
の
制
止

を
受
け
な
が
ら
、
佐
藤
悦
子
議
員
が
発
言
を
続
け

議
事
の
進
行
を
著
し
く
妨
げ
た
と
し
て
、
議
員
３

人
が
懲
罰
動
議
を
提
出
し
た
。
懲
罰
特
別
委
員
会

で
は
、
本
人
と
動
議
提
出
者
か
ら
事
情
を
聞
き
、

全
会
一
致
で
、
議
員
の
懲
戒
処
分
の
内
、
戒
告
に

次
ぐ
２
番
目
に
重
い
陳
謝
の
処
分
と
し
た
。

　
佐
藤
悦
子
議
員
は
、「
議
会
の
品
位
を
保
持
し

秩
序
を
守
る
べ
き
議
員
の
職
責
を
鑑
み
て
申
し
訳

な
い
」
と
陳
謝
し
た
。

※返納額とは、政務活動費（補助金）を有効使用した結果、残額が発生した場合に補助金を返金することです。
　なお、領収書等の詳細については、市ホームページ上で、７月以降に公開しますのでご覧下さい。

政務活動費
（円）

支出（円）

調査研究費 研修費 広報費 資料作成費 資料購入費 その他の経費 支出合計 返納額（円）

残額（円）

起新の会（３人）

市民・公明クラブ（４人）

穆清会（３人）

絆の会（４人）

無会派（佐藤悦子）

無会派（星川　豊）

無会派（叶内恵子）

無会派（下山准一）

540,000

750,000

540,000

720,000

180,000

180,000

180,000

150,000

430,502

460,911

397,920

528,642

20,700

20,700

122,740

58,432

176,700

91,288

106,385

12,410

15,183

3,300

18,210

15,924

6,930

22,971

540,000

476,835

540,000

551,613

180,000

20,700

180,000

20,700

0

273,165

0

168,387

0

159,300

0

129,300

平成29年度政務活動費の報告

看
護
師
養
成
機
関

　
　

調
査
設
置
特
別
委
員
会

看
護
師
養
成
機
関

　
　

調
査
設
置
特
別
委
員
会

佐
藤
悦
子
議
員「
懲
罰
処
分
」を
受
け
、

　
　
　
　
　
　
　
　

  

本
会
議
で
陳
謝



　
降
り
積
も
っ
た
雪
が
、
暖
か
い

日
差
し
に
み
る
み
る
消
え
て
豊
か

な
水
源
と
な
っ
て
新
庄
を
潤
し
て

い
ま
す
。
産
物
を
作
る
上
で
水
は

欠
か
せ
な
い
資
源
で
す
。
飽
き
も

な
く
降
り
続
き
、
人
手
を
労
わ
せ

た
雪
が
こ
れ
か
ら
先
、
こ
の
地
に

大
き
な
豊
穣
を
も
た
ら
し
魅
力
あ

る
暮
ら
し
を
演
出
し
て
く
れ
ま

す
。
可
決
さ
れ
ま
し
た
30
年
度
予

算
も
、
市
民
一
人
一
人
が
市
に
と

っ
て
欠
か
せ
な
い
人
材
で
あ
る
こ

と
を
念
頭
に
作
ら
れ
て
い
ま
す
。

持
て
る
力
を
発
揮
し
、
よ
り
良
い

新
庄
創
生
に
力
を
合
わ
せ
て
邁
進

し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。（

記
・
今
田
）

議
会
報
編
集
委
員
の
紹
介

　
　
委
員
長
　
石
川
　
正
志

　
　
副
委
員
長
　
叶
内
　
恵
子

　
　
委
　
　
員
　
佐
藤
　
悦
子

　
　
　
　
　
　
　
今
田
　
浩
徳

　
　
　
　
　
　
　
遠
藤
　
敏
信

　
　
　
　
　
　
　
山
科
　
正
仁

あ
と
が
き

16H30.５.11

環境にやさしい植物油インキを使用しています

■発　行／山形県新庄市議会　　■編　集／議会報編集委員会
■問い合わせ／新庄市議会事務局　〒996－8501 山形県新庄市沖の町10番37号
　　　　　　　TEL 0233－22－2111（内線302・303）　0233－23－5002（直通）
　　　　　　　FAX 0233－22－0989　E-maiL gikai@city.shinjo.yamagata.jp

未来を育む子供たち特集
　ぼくには、将来市役所職員になるという夢があります。その新庄市には今、二つの
課題があると感じています。
　一つは、人口の減少です。ぼくは、人口の減少を防ぐには他の市や県、そして何よ
り新庄市民に「新庄はとてもいい所」だとアピールすることが必要だと思います。例
えば、子どもを安心して育てられるということ、親子で楽しめる場所をつくることを
したら、いいイメージが付き、人口が増えると思います。
　二つ目は、一人一人の市民の笑

顔をもっと増やすことです。そのためには、近所の人と
交流したり、街の人に会ったら進んであいさつしたりす
る関係が大切です。ぼく自身もしっかりあいさつして笑
顔がつながるようにしていきたいです。
　ぼくは、大学に進学し、政治を学んで夢をかなえ、こ
の二つの課題に取り組んでいきたいと思います。そして、
ぼくたちの新庄市をよりよくしていきたいです。

日新小学校６年　山科　海翔  くん（現・日新中学校１年）
かいと

請願は随時受け付けております。
是非、議場に足を運んでください。

６
月
定
例
会

◆◆ 市議会 ◆◆

インターネット中継
ウェブサイトで検索

検 索新庄市議会　中継

議会をインターネット中継しています。そのほか、市役所の市民
課フロア、市民プラザでも視聴できますのでぜひご活用ください。
※約１週間後に、録画したものがインターネットで視聴できます。

障がいをお持ちの方や高齢の方でも議会傍聴しやすい環境づくりを目指していきたいと考えています。
市民の皆様のご意見をお聞かせ下さい。

５月３０日（水）請願締切
６月１１日（月）開　　会
　　１２日（火）一般質問　中継あり　　１３日（水）一般質問
　　１４日（木）常任委員会
　　１５日（金）常任委員会
　　２０日（水）最 終 日　中継あり

6月議会から、スマホ・タブレットでも
ネット中継が視聴できるようになります！




